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議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

今回の表紙題字は、筑紫野中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。
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今回の定例会
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10万市民に議会を
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兵庫県相生市議会運営委員会
　 ・議会改革について 埼玉県鴻巣市議会運営委員会

　 ・議会改革の推進について

福岡県八女市議会総務文教常任委員会
　 ・ハラスメント防止条例について 兵庫県川西市議会運営委員会

　 ・議会基本条例の検証について

福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社
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■次回第207号は令和７年２月１日発行予定です。
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広報委員会

原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

　この題字を制作するにあたって、一
つの「海」という景色だけど、夏から冬
にかけての季節の移り変わりを表現
できるよう、色合いや天気の変化を工
夫しました。
　これからも美術部全員で画力向上
を目指します。

～表紙題字作者のコメント～

筑紫野中学校美術部のみなさん

私たちがデザインしました!!

7月9日
7月10日

8月7日
10月8日



新型コロナウ イルス感染症・
物価高騰対策 関連の主な事業

一般会計
歳出　377億2839万円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、「１」に近く、さらに「１」を
超えるほど財源に余裕があるとされています。昨年度に比べて、０.０１８ポ
イント減少しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性があるとされていま
す。臨時財政対策債の減、物件費、扶助費の経常的な経費に充てる一般財源
の増などにより昨年度に比べて、１.７ポイント増加しました。
　筑紫野市は、実質公債費比率などの健全化判断比率を見ると前年度に引き
続き財政状態は健全であると判断できます。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて13億9041万円
の黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比0.3％（1億743万円）の増加、
　一般会計歳出全体は、前年度比0.4％（1億5738万円）の減少と
なっています。
　増減の主な要因は、歳入では市税や地方交付税の増加、歳出では基金積
立事業が減少したことによるものです。

一般会計

歳入（収入） 歳出（支出）前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

392億  310万円      増　

経常収支比率

財政力指数

599億5327万円      増　

207億5016万円      増

377億2839万円　   減

※万円未満は切り捨て

582億  717万円　   増

204億7878万円　   増

●財政指標の近隣市との比較は？ 

令和　　 年度　

決 算
５令和　　 年度　

決 算
５

筑紫野市

0.746

87.7

春日市

0.729

88.1

大野城市

0.778

86.6

太宰府市

0.630

94.5

那珂川市

0.685

93.1

令和５年度 ●決算

賛成多数

認定
一般会計

歳入　392億310万円

令和５年度は新型コロナウイル ス感染症及び物価高騰対策に
係る関連事業として２０億５５ ２５万円支出しております。
住民税非課税世帯等への物価高騰支援   給付金支給事業  10億7846万円

学校給食物価高騰対策事業  9843万円

LPガス料金高騰対策事業 5283万円

均等割のみ課税世帯・こども加算物価高騰    支援給付金支給事業 2億3132万円

子育て世帯生活支援特別給付   金支給事業 1億3599万円

・物価高騰対策として、住民税非課税 世帯に１世帯当たり３万円を給付。
　追加として、住民税非課税世帯に１ 世帯当たり７万円を給付。

・物価高騰対策として、給食の質を維持 し、保護者の負担軽減を図るため給食
費を助成。

・物価高騰の影響を受けているLPガス 利用世帯や事業者のため福岡県LPガス
協会を通じて負担軽減を行う。

・均等割のみ課税世帯へ１０万円を給付 するとともに、住民税非課税世帯及び均
等割のみ課税世帯への加算として１８歳 以下のこども一人当たり５万円を給付。

・物価高騰の影響を受けた低所得の子育 て世帯に対し、こども一人当たり５万円
を給付。

●市の貯金と借金は  どうなっている？

地方債（借金）は昨年度に比べ、約34億   円減少しました。
基　金（貯金）は昨年度に比べ、約11億   円増加しました。
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地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）

315億円

192億円

使用料及び手数料
5億3606万1千円

1.4%

繰入金・繰越金
17億4496万2千円

4.4%

市税
142億8303万6千円

36.4% 民生費
190億6939万6千円

50.5%

総務費
48億3121万8千円

12.8%

教育費
34億6374万3千円

9.2%

衛生費
31億9871万6千円

8.5%

公債費
28億9855万2千円

7.7%

土木費
14億9475万9千円

4.0%
その他

27億7201万3千円
7.3%

歳出合計
377億2839万7千円

自主財源
182億
4277万6千円　　  
46.5%

依存財源
209億
6032万
9千円
53.5%

諸収入など
16億7871万7千円

4.3%

地方交付税
48億1644万8千円 

12.3%

市債
2億5609万4千円

0.7%

国県支出金
126億1365万8千円

32.2%

地方譲与税、
各種交付金など
32億7412万9千円

8.3%
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市が指定した地域において、１年以上入居者が
いない空き店舗を対象に、そこで開業する事業
者に対して家賃の一部を補助することにより、
起業者への支援及び市内商業の活性化に寄与す
ることを目的としています。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
空き店舗対策補助金事業　２０２万６千円

問

答

事業内容
対象事業所は補助金交付終了後も
事業を継続できているのか。
平成２２年度から現在までに３９
件の事業所に補助をしており、補
助終了後も１７事業所が事業を継
続している。

委員会での質疑

重度障がい者(児)の日常生活において、外出の
機会を経済的に容易にすることを目的に、申請
者に対し年間４８枚の福祉タクシー利用券を交
付し、利用したタクシーの基本料金を助成して
います。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
福祉タクシー料金助成事業　７５７万６千円

問

答

事業内容
タクシーチケットを使用しない人もいれば、足りない人もいると
思われるが、使用状況の分析などは行っていないのか。
現時点では障がい区分別の利用実績は把握できて
いないが、令和６年度からは区分ごとに分析し、
データ化していくことを検討している。

委員会での質疑

地域の防犯環境を向上さ
せるため各自治会等が行
う防犯灯設置等について
補助をします。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
防犯灯補助事業　２２２０万４千円

事業内容
ＬＥＤ化を進めたことによる事業効果と将来負担をどう考えて
いるか。
ＬＥＤ化により１基当たり換算で、電気料を半分以上削減でき
た。また、将来の更新の設置費用については、本事業を継続
し、防犯灯設置の補助を行っていく予定であるが、電気料の推
移等を見ながら必要があれば検討を進める。

委員会での質疑
問

答

人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
各小中学校の不登校、いじめ、暴力の実態、不登校の基準、いじめの内容

問
答
不登校児童・生徒への学業のフォローは行っているのか。 
中学校では校内適応指導教室やつくし学級において個別指導を行うほか、学校に登校できない生徒
には貸与タブレットを活用し、授業の映像を配信するなど個々の状況に応じた対応を行っている。

委員会での質疑

政策実現のための市民目線の行財政運営
ふるさと応援寄附金の状況

問
答
寄附額が令和３年から令和５年まで継続して伸びている要因をどう考えているか。　
ポータルサイトを拡充して本市の特産品を見てもらう機会を増やしたことのほか、新規の謝礼品の
発掘に努めており令和３年度には２９０であった品数を令和５年度末には７９０まで伸ばしたこと
が寄附額の増加につながったと考えている。

委員会での質疑

保護者の疾病その他の理由により家庭におい
て児童を養育することが一時的に困難になっ
た場合、児童養護施設等におい
て一定期間保護を行い、児童及
び児童を養育する家庭の福祉向
上を図ります。

子育て短期支援事業　８万８千円

問

答

事業内容
保護者の体調が悪くなったなど急な利用ができるのか、また、
費用負担はあるのか。
事前に相談を受けた日にちで施設と調整を行っているが、今後は
急な対応もできるよう施設の拡充に努めていく。また費用負担に
ついては、一日当たりの金額で生活保護世帯は負担なし、非課税
世帯は１,１００円、その他の世帯は、２歳未満で５,３５０円、
２歳以上で２,７５０円の負担が発生する。　

委員会での質疑

市民等に対して常に新しい情
報を提供するため、市民図書
館の図書購入等を行います。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり
図書・視聴覚資料購入事業　２７１９万１千円

問
答

事業内容
電子図書館の事業が開始されて３年目となったが、事業効果は。
読書のバリアフリーの実現、図書館に来館できない方への読書機
会の拡大に寄与するものと考えている。また、こどもの読書活動
にも有効な手段と考えている。

委員会での質疑

家庭におけるエネルギー費用負担を軽減する
ため、省エネ性能に優れた家電製品を市内店
舗で買い換える市民等に対し、助成金を支給
しました。

自然をまもり未来を育むまちづくり
省エネ家電導入促進事業　４２９２万円

事業内容
本事業における、CO₂（二酸化炭素）抑制の
成果は。
CO₂削減量は９１４６万kg－CO₂となってい
る。これは７４人分の年間CO₂排出量にあたる。

委員会での質疑
問

答

377億円このように
使いました

９月17日、18日、19日における各課集中審査では、８部門２０課から７０項目の詳細な
説明を受け、予算の執行状況と行政効果を確認しました。審査は次年度予算に向けた工夫・
改善の必要性に留意しながら行いました。
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

文書収受・
発送事務事業

児童福祉施設
整備事業

保育所等給食
支援費補助事業

児童クラブ運営事業

産後ケア事業

生涯学習センター
改修事業

６億９５２０万円

５億１３８９万円

７４０万円

６３３８万円

１５１２万円

１５３６万円

４４６万円

４２６９万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

令和５年度決算剰余金を財政調
整基金へ

令和5年度に寄付されたふるさ
と応援寄附金を創生振興基金へ

令和６年１０月の郵便料金改定
に伴う、郵便料の増額

土地借料加算の追加及び国の基
準額増額に伴う、補助金の増額

県の補助金を活用し、補助基準
額を増額

放課後児童クラブの利用児童が
急激に増加したため、不足する
委託料を増額

訪問型サービスに加え、宿泊型、
通所型サービスを追加し、利用
可能回数を２回から７回へ

エレベーターの更新工事費の増
額及び故障した空調設備の更新

予算審査常任委員会
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

14
億
７
７
０
４
万
４
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
４
０

５
億
５
１
６
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

普
通
交
付
税
３
億
７
９
１

３
万
２
千
円
、
民
生
費
国

庫
負
担
金
１
億
９
６
０
万

２
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

児
童
福
祉
施
設
整
備
事

業問
　
国
の
基
準
額
の
増
額

及
び
、
土
地
借
料
が
加
算

さ
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

答
　
国
の
基
準
額
が
増
額

さ
れ
た
理
由
は
、
物
価
高

騰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
土
地
借
料
が
加
算
さ
れ

た
理
由
は
、
当
初
予
算
計

上
時
に
事
業
者
が
選
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業

問
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新

工
事
費
が
当
初
予
算
に
１

基
分
し
か
計
上
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
　
事
前
調
査
に
よ
り
、

２
基
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
年
度
ご
と
に
１
基
ず
つ

工
事
が
で
き
る
と
い
う
結

果
を
も
と
に
、
当
初
予
算

を
組
ん
だ
が
、
委
託
契
約

後
の
詳
細
設
計
で
耐
震
基

準
の
問
題
に
よ
り
２
基
同

時
に
工
事
を
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
補
正
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

問
　
利
用
者
急
増
に
対
す

る
今
後
の
施
設
整
備
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
二
日
市
小
学
校
、
二

日
市
東
小
学
校
は
、
計
画

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
基
金
へ
、

　
　
　
　
　
　子
育
て
支
援
関
連
事
業
に
係
る
補
正

議案

可
決

し
て
い
る
校
舎
改
修
に
合

せ
て
対
応
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
筑
紫
小

学
校
、
筑
紫
東
小
学
校
は
、

今
後
の
児
童
の
増
加
数
を

見
な
が
ら
新
た
に
増
築
す

る
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

産
後
ケ
ア
事
業

問
　
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
周

知
方
法
は
。

答
　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載

の
ほ
か
、
医
療
機
関
へ
チ

ラ
シ
の
配
布
、
母
子
手
帳

交
付
時
や
妊
娠
８
ケ
月
ア

ン
ケ
ー
ト
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
時
な
ど
の
機
会
に
周
知

を
行
う
。
ま
た
、
す
で
に

産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
の

申
請
を
し
て
い
る
方
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
個
別
に
郵

送
す
る
。

病
児
保
育
事
業

問
　
市
民
の
市
外
施
設
利

用
者
数
が
多
い
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
勤
め
先
な
ど
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
利
用
施

設
を
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
８
月
の
実
績

で
は
、
広
域
利
用
の
協
定

に
よ
る
市
内
・
市
外
の
利

用
者
割
合
は
お
お
よ
そ
半

数
ず
つ
で
あ
っ
た
た
め
、

市
内
施
設
利
用
も
十
分
に

行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

≪委員長報告（抜粋）≫
　令和５年度決算は、予算審査常任委員会の議論を踏まえながら取り組んだことに加え、物価高騰対
策では６回もの補正予算を編成し事業を実施しました。また、国等の財源を活用するとともに市税や
地方交付税などの一般財源が増加した結果、約１４億円の黒字、及び基金の増加等にも寄与する結果
になったものと考えている、と執行部から説明がありました。
　討論、採決を行う前に委員間討議を行い、３日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見
が出され、令和５年度の決算を受け、来年度令和７年度の予算編成に反映されるべく活発な議論が行
われました。
　そのうち、１点目は、コミュニティ運営協議会について、協議会が果たすべき役割を明確にすると
ともに、次世代の担い手の育成と支え合いのまちづくりを推進するためにも、協議会のあり方を再検
討する時期にきていること。
　２点目は、学校施設及び公共施設について、空調整備が進んでいない体育館、特別教室及び農業者
トレーニングセンターについては、早急に調査研究をすすめ整備実現が必要であること。
　３点目は、有資格者職員の採用及び処遇について、処遇を改善し正規及び会計年度任用職員の充実
に取り組み、市民サービスの向上を図る必要があること。
　４点目は、安全安心のまちづくりについて、CO₂削減に向けた防犯灯のLED化、犯罪の抑止や高齢
者徘徊対策のための防犯カメラの整備拡充を進めるとともに、地域の防犯防災組織をしっかりと構築
し、くらしの安全対策の推進をする必要があること。
　５点目は、ふるさと応援寄附金について、専任の担当者を配置するなど体制強化を図り、寄附金額
の増額を目指し赤字解消に努めるとともに、創生振興基金を効果的に活用する必要があること。また、
地場産業の振興を図る必要があること。
　６点目は、地震対策・経済対策について、住宅の未耐震を解消するため国県の補助金を活用しなが
ら計画的に予算要求を行う必要があること、また市内建設業者支援の観点から経済対策事業住宅改修
工事補助事業の促進を継続し、周知にも取り組み更なる経済効果を図る必要があること。
　また、議会としては令和５年８月に提出した「第
七次筑紫野市総合計画に関する提言書」を念頭に置
き、第七次筑紫野市総合計画が進められているか検
証していくこと。
　以上の点を重要課題として共通認識とすることを
確認しました。

コミュニティ運営協議会補助事業　５１０８万５千円

各コミュニティ運営協議会に対し、「地域コ
ミュニティづくり交付金」を交付することに
より財政支援を
行っています。

事業内容
世帯割の基準となる世帯数が令和２年３月３１日時点のままな
のはなぜか。
令和３年度に交付金の算定見直しを行った。本来は３～５年の
スパンで基準の見直しを行うが、新型コロナウイルスの影響に
より協議会の活動ができない状態が続いたため、見直しのため
の分析ができる状況ではなかった。現在は通常の活動に戻りつ
つあるので、事業実績を踏まえるとともに、各協議会と十分に
意見交換をしながら見直しについて前向きに進めていきたい。

委員会での質疑
問

答

答答

答

問

答 問

答 問

問

問
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

文書収受・
発送事務事業

児童福祉施設
整備事業

保育所等給食
支援費補助事業

児童クラブ運営事業

産後ケア事業

生涯学習センター
改修事業

６億９５２０万円

５億１３８９万円

７４０万円

６３３８万円

１５１２万円

１５３６万円

４４６万円

４２６９万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

令和５年度決算剰余金を財政調
整基金へ

令和5年度に寄付されたふるさ
と応援寄附金を創生振興基金へ

令和６年１０月の郵便料金改定
に伴う、郵便料の増額

土地借料加算の追加及び国の基
準額増額に伴う、補助金の増額

県の補助金を活用し、補助基準
額を増額

放課後児童クラブの利用児童が
急激に増加したため、不足する
委託料を増額

訪問型サービスに加え、宿泊型、
通所型サービスを追加し、利用
可能回数を２回から７回へ

エレベーターの更新工事費の増
額及び故障した空調設備の更新

予算審査常任委員会
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

14
億
７
７
０
４
万
４
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
４
０

５
億
５
１
６
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

普
通
交
付
税
３
億
７
９
１

３
万
２
千
円
、
民
生
費
国

庫
負
担
金
１
億
９
６
０
万

２
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

児
童
福
祉
施
設
整
備
事

業問
　
国
の
基
準
額
の
増
額

及
び
、
土
地
借
料
が
加
算

さ
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

答
　
国
の
基
準
額
が
増
額

さ
れ
た
理
由
は
、
物
価
高

騰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
土
地
借
料
が
加
算
さ
れ

た
理
由
は
、
当
初
予
算
計

上
時
に
事
業
者
が
選
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業

問
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新

工
事
費
が
当
初
予
算
に
１

基
分
し
か
計
上
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
　
事
前
調
査
に
よ
り
、

２
基
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
年
度
ご
と
に
１
基
ず
つ

工
事
が
で
き
る
と
い
う
結

果
を
も
と
に
、
当
初
予
算

を
組
ん
だ
が
、
委
託
契
約

後
の
詳
細
設
計
で
耐
震
基

準
の
問
題
に
よ
り
２
基
同

時
に
工
事
を
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
補
正
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

問
　
利
用
者
急
増
に
対
す

る
今
後
の
施
設
整
備
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
二
日
市
小
学
校
、
二

日
市
東
小
学
校
は
、
計
画

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
基
金
へ
、

　
　
　
　
　
　子
育
て
支
援
関
連
事
業
に
係
る
補
正

議案

可
決

し
て
い
る
校
舎
改
修
に
合

せ
て
対
応
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
筑
紫
小

学
校
、
筑
紫
東
小
学
校
は
、

今
後
の
児
童
の
増
加
数
を

見
な
が
ら
新
た
に
増
築
す

る
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

産
後
ケ
ア
事
業

問
　
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
周

知
方
法
は
。

答
　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載

の
ほ
か
、
医
療
機
関
へ
チ

ラ
シ
の
配
布
、
母
子
手
帳

交
付
時
や
妊
娠
８
ケ
月
ア

ン
ケ
ー
ト
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
時
な
ど
の
機
会
に
周
知

を
行
う
。
ま
た
、
す
で
に

産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
の

申
請
を
し
て
い
る
方
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
個
別
に
郵

送
す
る
。

病
児
保
育
事
業

問
　
市
民
の
市
外
施
設
利

用
者
数
が
多
い
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
勤
め
先
な
ど
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
利
用
施

設
を
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
８
月
の
実
績

で
は
、
広
域
利
用
の
協
定

に
よ
る
市
内
・
市
外
の
利

用
者
割
合
は
お
お
よ
そ
半

数
ず
つ
で
あ
っ
た
た
め
、

市
内
施
設
利
用
も
十
分
に

行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

≪委員長報告（抜粋）≫
　令和５年度決算は、予算審査常任委員会の議論を踏まえながら取り組んだことに加え、物価高騰対
策では６回もの補正予算を編成し事業を実施しました。また、国等の財源を活用するとともに市税や
地方交付税などの一般財源が増加した結果、約１４億円の黒字、及び基金の増加等にも寄与する結果
になったものと考えている、と執行部から説明がありました。
　討論、採決を行う前に委員間討議を行い、３日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見
が出され、令和５年度の決算を受け、来年度令和７年度の予算編成に反映されるべく活発な議論が行
われました。
　そのうち、１点目は、コミュニティ運営協議会について、協議会が果たすべき役割を明確にすると
ともに、次世代の担い手の育成と支え合いのまちづくりを推進するためにも、協議会のあり方を再検
討する時期にきていること。
　２点目は、学校施設及び公共施設について、空調整備が進んでいない体育館、特別教室及び農業者
トレーニングセンターについては、早急に調査研究をすすめ整備実現が必要であること。
　３点目は、有資格者職員の採用及び処遇について、処遇を改善し正規及び会計年度任用職員の充実
に取り組み、市民サービスの向上を図る必要があること。
　４点目は、安全安心のまちづくりについて、CO₂削減に向けた防犯灯のLED化、犯罪の抑止や高齢
者徘徊対策のための防犯カメラの整備拡充を進めるとともに、地域の防犯防災組織をしっかりと構築
し、くらしの安全対策の推進をする必要があること。
　５点目は、ふるさと応援寄附金について、専任の担当者を配置するなど体制強化を図り、寄附金額
の増額を目指し赤字解消に努めるとともに、創生振興基金を効果的に活用する必要があること。また、
地場産業の振興を図る必要があること。
　６点目は、地震対策・経済対策について、住宅の未耐震を解消するため国県の補助金を活用しなが
ら計画的に予算要求を行う必要があること、また市内建設業者支援の観点から経済対策事業住宅改修
工事補助事業の促進を継続し、周知にも取り組み更なる経済効果を図る必要があること。
　また、議会としては令和５年８月に提出した「第
七次筑紫野市総合計画に関する提言書」を念頭に置
き、第七次筑紫野市総合計画が進められているか検
証していくこと。
　以上の点を重要課題として共通認識とすることを
確認しました。

コミュニティ運営協議会補助事業　５１０８万５千円

各コミュニティ運営協議会に対し、「地域コ
ミュニティづくり交付金」を交付することに
より財政支援を
行っています。

事業内容
世帯割の基準となる世帯数が令和２年３月３１日時点のままな
のはなぜか。
令和３年度に交付金の算定見直しを行った。本来は３～５年の
スパンで基準の見直しを行うが、新型コロナウイルスの影響に
より協議会の活動ができない状態が続いたため、見直しのため
の分析ができる状況ではなかった。現在は通常の活動に戻りつ
つあるので、事業実績を踏まえるとともに、各協議会と十分に
意見交換をしながら見直しについて前向きに進めていきたい。

委員会での質疑
問

答

答答

答

問

答 問

答 問

問

問
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●業者選定、
　契約

●業者選定、
　契約

●派遣
　準備

●４月　デジタル指導書およびデジタル教科書（国・社・理以外の教科）導入済
●デジタル教科書（国・社・理）導入済

文教福祉常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑 3コミュニティ運営協議会設立の見込み

手話通訳者を介してのヒアリング

食器洗浄の様子

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

　
　 

食
器
洗
浄
機
を
購
入

　
市
学
校
給
食
共
同
調
理

場
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
、
望
ま
し
い
食
習
慣

の
形
成
を
は
か
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
毎
日

約
９
，
７
０
０
食
分
の
給

食
を
調
理
し
て
い
ま
す
。

　
調
理
場
に
は
食
器
洗
浄

機
が
２
台
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
台
が
導
入
か
ら
31
年

を
経
過
し
老
朽
化
し
た
た

め
、
新
た
な
機
械
へ
更
新

す
る
も
の
で
、
取
得
の
金

額
は
４
０
５
９
万
円
で
す
。

問
　
令
和
元
年
度
に
更
新

し
た
も
う
１
台
の
食
器
洗

浄
機
よ
り
取
得
の
金
額
が

上
昇
し
た
理
由
は
。
ま
た
、

相
手
方
は
ど
の
よ
う
に
決

定
し
た
の
か
。

答
　
人
件
費
・
材
料
費
等

の
値
上
が
り
に
よ
り
価
格

が
上
昇
し
、
前
回
よ
り
約

８
０
０
万
円
の
増
額
と
な

っ
た
。
相
手
方
は
、
近
隣

で
実
績
の
あ
る
事
業
者
を

選
定
し
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
決
定
し
た
。

問
　
食
器
洗
浄
機
の
入
替

は
い
つ
行
う
の
か
。

答
　
給
食
業
務
に
差
し
支

え
の
な
い
、
令
和
６
年
度

末
の
春
休
み
に
行
う
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
状
況

①
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
増
移
設
す
る
こ
と
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
改
善
及
び
強
化
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
各
校

派
遣
に
よ
る
専
門
的
な
指

導
・
助
言
を
開
始
。

③
デ
ジ
タ
ル
版
指
導
書
に

加
え
、
ツ
ー
ル
や
映
像
教

材
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

映
像
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
全
教
科
で
導

入
。

④
筑
紫
地
区
共
同
で
の
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
令
和

７
年
度
に
運
用
開
始
予

定
。

問
　
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

他
市
に
追
い
つ
く
の
か
。

答
　
教
職
員
か
ら
要
望
が

多
か
っ
た
４
つ
の
事
業
を

行
う
こ
と
で
、
追
い
つ
く

と
考
え
て
い
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は

中
学
校
が
来
年
度
導
入
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答
　
４
年
に
一
度
の
中
学

校
教
科
書
改
訂
が
来
年
度

行
わ
れ
る
た
め
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
導
入
す
る
。

総務市民常任委員会
議案

報告

進
捗
状
況 手

話
言
語
条
例
の

　
　
　
　
制
定
に
関
す
る
陳
情

　
本
年
３
月
議
会
に
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
８
月
５
日

に
当
事
者
の
状
況
を
伺
う

た
め
、
聴
覚
障
が
い
者
協

会
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

・
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
て
ほ
し
い
。

・
学
校
か
ら
の
急
な
呼
び

出
し
、
子
ど
も
の
緊
急

の
診
察
の
際
等
、
通
訳

に
来
て
も
ら
う
の
に
時

間
が
か
か
り
困
る
。

・
講
演
会
・
学
校
や
保
育

園
の
行
事
・
子
ど
も

会
・
お
祭
り
な
ど
に
通

訳
が
欲
し
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
通
訳
シ
ス

テ
ム
等
へ
の
補
助
を
し

て
ほ
し
い
。

・
子
ど
も
は
成
長
が
早
く

補
聴
器
が
合
わ
な
く
な

る
が
、
補
助
は
一
定
期

間
を
置
か
な
い
と
再
申

請
で
き
ず
、
負
担
が
大

き
い
。

・
地
域
や
「
マ
マ
友
」
の

輪
に
入
り
た
い
が
壁
が

あ
る
。

・
議
員
に
、
聾
学
校
を
視

察
し
て
ほ
し
い
。
等

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
ご
意

見
や
要
望
を
整
理
し
対
応

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
朝
倉
市
に

行
政
視
察
を
行
い
、
そ
の

効
果
等
を
調
査
す
る
予
定

で
す
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
、
審
査

を
進
め
、
条
例
制
定
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
令
和
７

年
３
月
議
会
で
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

陳情

可
決

概
要

概
要

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
）
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月

２
日
以
降
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
被
保
険
者

証
の
新
規
発
行
が
さ
れ
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

っ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
今
年
度
、
最
後
の
保

険
証
の
送
付
を
行
っ
た
の

で
、
来
年
７
月
末
ま
で
は

そ
の
保
険
証
を
お
使
い
い

た
だ
け
る
。
そ
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
保
険
証
の
代
わ
り
と

な
る
資
格
確
認
書
を
該
当

者
の
方
に
送
付
す
る
と
同

時
に
、
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
、

12
月
２
日
以
降
に
75
歳
に

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
は

市
役
所
で
で
き
る
の
か
。

答
　
75
歳
到
達
時
点
で
保

険
者
が
変
わ
る
た
め
、
広

域
連
合
か
ら
、
被
保
険
者

証
で
は
な
く
、
資
格
確
認

書
が
自
動
的
に
送
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

３
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
新
た
に
設
立
へ

　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

令
和
８
年
度
に
新
た
な
３

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
を
設
立
す
る
方
針

で
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
二
日
市
コ
ミ

セ
ン
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
日
市
コ
ミ

セ
ン
か
ら
建
て
替
え
、
完

成
後
に
二
日
市
北
、
天
拝

の
順
で
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で

す
。

　
二
日
市
コ
ミ
セ

ン
の
建
設
候
補
地

と
し
て
、
市
が
所

有
し
て
い
る
旧
ジ

ャ
ス
コ
跡
地
と
旧

庁
舎
跡
地
の
２
か

所
で
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
、
小
学
校
か
ら

近
い
場
所
が
望
ま

し
い
こ
と
、
避
難

所
に
な
る
こ
と
か

ら
災
害
の
影
響
を

受
け
に
く
い
位
置

が
望
ま
し
い
こ
と

等
を
判
断
基
準
と

し
、
候
補
地
を
比

較
し
た
結
果
、
旧
庁
舎
跡

地
に
決
定
し
ま
し
た
。

問
　
交
通
渋
滞
対
策
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
周
辺
の
状
況
も
変
わ

っ
て
お
り
、
現
状
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
そ
の
対
策
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議案

報告

可
決

つ
く
し
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！！

　
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
つ
く
し
ち
ゃ

ん
誕
生
か
ら
32
年
、
初
め

て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。
市
内
中
高
生

か
ら
の
意
見
聴
取
や
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
を
経
て
、
７

月
に
デ
ザ
イ
ン
会
社
制
作

の
２
案
に
絞
り
、
Ｈ
Ｐ
上

で
決
選
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
こ
ち
ら
の

案
に
決
ま
り
ま
し
た
。
従

来
よ
り
も
現
代
風
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
ま
た
、
サ
ブ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
つ

く
し
ち
ゃ
ん
を
気
ま
ま
に

見
守
る
猫
も
誕
生
し
ま
し

た
。
名
前
は
市
民
か
ら
募

る
予
定
で
す
。

問
　
旧
つ
く
し
ち
ゃ
ん
に

は
家
族
が
い
る
設
定
だ
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
猫
の
名
前
を

募
る
上
で
性
別
は
決
ま
っ

て
い
る
か
。

答
　
つ
く
し
ち
ゃ
ん
と
サ

ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
猫
の

み
に
集
中
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

他
の
設
定
は
し
て
い
な
い
。

性
別
も
決
め
て
い
な
い
。

問
　
市
が
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
紫

色
が
全
く
入
っ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
グ

ッ
ズ
は
製
作
し
な
い
の
か
。

答
　
基
本
デ
ザ
イ
ン
に
紫

色
は
使
っ
て
い
な
い
が
、

色
違
い
を
含
め
多
様
な
ア

レ
ン
ジ
を
想
定
し
て
い
る
。

様
々
な
色
に
馴
染
み
の
良

い
色
な
の
で
ベ
ー
ス
は
こ

の
色
に
し
て
お
り
、
衣
服

や
髪
飾
り
な
ど
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
も

小
物
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン

プ
な
ど
要
望
を
取
り
入
れ

検
討
し
て
い
く
。

委
員
会
で
の
質
疑

報告

１.ネットワーク改善

２.ＩＣＴ支援員

３.指導者用デジタル
　 教科書

４.校務支援システム

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月 4月
【各事業のスケジュール】

工事期間 新環境での運用

派遣期間

本稼働仮稼働期間ネットワーク環境構築期間 端末入替

答答

問

問

答

答

問

問

答 答

問

問

答 問

答 答問 問
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●業者選定、
　契約

●業者選定、
　契約

●派遣
　準備

●４月　デジタル指導書およびデジタル教科書（国・社・理以外の教科）導入済
●デジタル教科書（国・社・理）導入済

文教福祉常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑 3コミュニティ運営協議会設立の見込み

手話通訳者を介してのヒアリング

食器洗浄の様子

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

　
　 

食
器
洗
浄
機
を
購
入

　
市
学
校
給
食
共
同
調
理

場
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
、
望
ま
し
い
食
習
慣

の
形
成
を
は
か
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
毎
日

約
９
，
７
０
０
食
分
の
給

食
を
調
理
し
て
い
ま
す
。

　
調
理
場
に
は
食
器
洗
浄

機
が
２
台
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
台
が
導
入
か
ら
31
年

を
経
過
し
老
朽
化
し
た
た

め
、
新
た
な
機
械
へ
更
新

す
る
も
の
で
、
取
得
の
金

額
は
４
０
５
９
万
円
で
す
。

問
　
令
和
元
年
度
に
更
新

し
た
も
う
１
台
の
食
器
洗

浄
機
よ
り
取
得
の
金
額
が

上
昇
し
た
理
由
は
。
ま
た
、

相
手
方
は
ど
の
よ
う
に
決

定
し
た
の
か
。

答
　
人
件
費
・
材
料
費
等

の
値
上
が
り
に
よ
り
価
格

が
上
昇
し
、
前
回
よ
り
約

８
０
０
万
円
の
増
額
と
な

っ
た
。
相
手
方
は
、
近
隣

で
実
績
の
あ
る
事
業
者
を

選
定
し
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
決
定
し
た
。

問
　
食
器
洗
浄
機
の
入
替

は
い
つ
行
う
の
か
。

答
　
給
食
業
務
に
差
し
支

え
の
な
い
、
令
和
６
年
度

末
の
春
休
み
に
行
う
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
状
況

①
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
増
移
設
す
る
こ
と
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
改
善
及
び
強
化
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
各
校

派
遣
に
よ
る
専
門
的
な
指

導
・
助
言
を
開
始
。

③
デ
ジ
タ
ル
版
指
導
書
に

加
え
、
ツ
ー
ル
や
映
像
教

材
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

映
像
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
全
教
科
で
導

入
。

④
筑
紫
地
区
共
同
で
の
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
令
和

７
年
度
に
運
用
開
始
予

定
。

問
　
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

他
市
に
追
い
つ
く
の
か
。

答
　
教
職
員
か
ら
要
望
が

多
か
っ
た
４
つ
の
事
業
を

行
う
こ
と
で
、
追
い
つ
く

と
考
え
て
い
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は

中
学
校
が
来
年
度
導
入
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答
　
４
年
に
一
度
の
中
学

校
教
科
書
改
訂
が
来
年
度

行
わ
れ
る
た
め
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
導
入
す
る
。

総務市民常任委員会
議案

報告

進
捗
状
況 手

話
言
語
条
例
の

　
　
　
　
制
定
に
関
す
る
陳
情

　
本
年
３
月
議
会
に
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
８
月
５
日

に
当
事
者
の
状
況
を
伺
う

た
め
、
聴
覚
障
が
い
者
協

会
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

・
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
て
ほ
し
い
。

・
学
校
か
ら
の
急
な
呼
び

出
し
、
子
ど
も
の
緊
急

の
診
察
の
際
等
、
通
訳

に
来
て
も
ら
う
の
に
時

間
が
か
か
り
困
る
。

・
講
演
会
・
学
校
や
保
育

園
の
行
事
・
子
ど
も

会
・
お
祭
り
な
ど
に
通

訳
が
欲
し
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
通
訳
シ
ス

テ
ム
等
へ
の
補
助
を
し

て
ほ
し
い
。

・
子
ど
も
は
成
長
が
早
く

補
聴
器
が
合
わ
な
く
な

る
が
、
補
助
は
一
定
期

間
を
置
か
な
い
と
再
申

請
で
き
ず
、
負
担
が
大

き
い
。

・
地
域
や
「
マ
マ
友
」
の

輪
に
入
り
た
い
が
壁
が

あ
る
。

・
議
員
に
、
聾
学
校
を
視

察
し
て
ほ
し
い
。
等

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
ご
意

見
や
要
望
を
整
理
し
対
応

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
朝
倉
市
に

行
政
視
察
を
行
い
、
そ
の

効
果
等
を
調
査
す
る
予
定

で
す
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
、
審
査

を
進
め
、
条
例
制
定
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
令
和
７

年
３
月
議
会
で
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

陳情

可
決

概
要

概
要

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
）
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月

２
日
以
降
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
被
保
険
者

証
の
新
規
発
行
が
さ
れ
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

っ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
今
年
度
、
最
後
の
保

険
証
の
送
付
を
行
っ
た
の

で
、
来
年
７
月
末
ま
で
は

そ
の
保
険
証
を
お
使
い
い

た
だ
け
る
。
そ
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
保
険
証
の
代
わ
り
と

な
る
資
格
確
認
書
を
該
当

者
の
方
に
送
付
す
る
と
同

時
に
、
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
、

12
月
２
日
以
降
に
75
歳
に

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
は

市
役
所
で
で
き
る
の
か
。

答
　
75
歳
到
達
時
点
で
保

険
者
が
変
わ
る
た
め
、
広

域
連
合
か
ら
、
被
保
険
者

証
で
は
な
く
、
資
格
確
認

書
が
自
動
的
に
送
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

３
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
新
た
に
設
立
へ

　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

令
和
８
年
度
に
新
た
な
３

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
を
設
立
す
る
方
針

で
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
二
日
市
コ
ミ

セ
ン
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
日
市
コ
ミ

セ
ン
か
ら
建
て
替
え
、
完

成
後
に
二
日
市
北
、
天
拝

の
順
で
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で

す
。

　
二
日
市
コ
ミ
セ

ン
の
建
設
候
補
地

と
し
て
、
市
が
所

有
し
て
い
る
旧
ジ

ャ
ス
コ
跡
地
と
旧

庁
舎
跡
地
の
２
か

所
で
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
、
小
学
校
か
ら

近
い
場
所
が
望
ま

し
い
こ
と
、
避
難

所
に
な
る
こ
と
か

ら
災
害
の
影
響
を

受
け
に
く
い
位
置

が
望
ま
し
い
こ
と

等
を
判
断
基
準
と

し
、
候
補
地
を
比

較
し
た
結
果
、
旧
庁
舎
跡

地
に
決
定
し
ま
し
た
。

問
　
交
通
渋
滞
対
策
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
周
辺
の
状
況
も
変
わ

っ
て
お
り
、
現
状
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
そ
の
対
策
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議案

報告

可
決

つ
く
し
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！！

　
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
つ
く
し
ち
ゃ

ん
誕
生
か
ら
32
年
、
初
め

て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。
市
内
中
高
生

か
ら
の
意
見
聴
取
や
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
を
経
て
、
７

月
に
デ
ザ
イ
ン
会
社
制
作

の
２
案
に
絞
り
、
Ｈ
Ｐ
上

で
決
選
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
こ
ち
ら
の

案
に
決
ま
り
ま
し
た
。
従

来
よ
り
も
現
代
風
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
ま
た
、
サ
ブ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
つ

く
し
ち
ゃ
ん
を
気
ま
ま
に

見
守
る
猫
も
誕
生
し
ま
し

た
。
名
前
は
市
民
か
ら
募

る
予
定
で
す
。

問
　
旧
つ
く
し
ち
ゃ
ん
に

は
家
族
が
い
る
設
定
だ
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
猫
の
名
前
を

募
る
上
で
性
別
は
決
ま
っ

て
い
る
か
。

答
　
つ
く
し
ち
ゃ
ん
と
サ

ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
猫
の

み
に
集
中
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

他
の
設
定
は
し
て
い
な
い
。

性
別
も
決
め
て
い
な
い
。

問
　
市
が
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
紫

色
が
全
く
入
っ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
グ

ッ
ズ
は
製
作
し
な
い
の
か
。

答
　
基
本
デ
ザ
イ
ン
に
紫

色
は
使
っ
て
い
な
い
が
、

色
違
い
を
含
め
多
様
な
ア

レ
ン
ジ
を
想
定
し
て
い
る
。

様
々
な
色
に
馴
染
み
の
良

い
色
な
の
で
ベ
ー
ス
は
こ

の
色
に
し
て
お
り
、
衣
服

や
髪
飾
り
な
ど
ア
レ
ン
ジ

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
も

小
物
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン

プ
な
ど
要
望
を
取
り
入
れ

検
討
し
て
い
く
。

委
員
会
で
の
質
疑

報告

１.ネットワーク改善

２.ＩＣＴ支援員

３.指導者用デジタル
　 教科書

４.校務支援システム

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月 4月
【各事業のスケジュール】

工事期間 新環境での運用

派遣期間

本稼働仮稼働期間ネットワーク環境構築期間 端末入替

答答

問

問

答

答

問

問

答 答

問

問

答 問

答 答問 問
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、14 人の議員が 29 題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 段下　季一郎　議員
　①里親制度の推進について
　②子育て支援について
　③障害児支援の充実について
　④学校教育の充実と子どもの居場所づくりについて

■ 吉村　陽一　議員
　①災害時の対応について
　②在留外国人の対応について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①小中学校のプールの水について

■ 西村　和子　議員
　①コミュニティ基本構想、基本計画の
　　見直しについて

■ 赤司　祥一　議員
　①就農促進・離農抑制のための農業施策に
　　ついて

■ 古賀　新悟　議員
　①健康保険証のマイナンバーカードへの
　　一本化について
　②異常な猛暑により影響を受けた家計への
　　支援について

■ 春口　茜　議員
　①小中学校における男女平等実現について
　②ファミリーサポートの充実について

■ 前田　倫宏　議員
　①こどもの居場所・遊び場について
　②高齢者等の買い物支援について
　③スポーツの振興について

■ 山本　加奈子　議員
　①認知症の人に寄り添った地域社会の構築について
　②リチウム蓄電池等の小型充電式電池の
　　拠点回収について

■ 八尋　一男　議員
　①本市におけるごみ減量と脱炭素の
　　取り組みについて
　②観光の振興について
　③スポーツ振興について

■ 辻本　美惠子　議員
　①健康づくりにむけた運動習慣を
　　広げるための取り組みについて
　②困難な問題を抱える女性への支援について
　　（国・県の方針をうけて）

■ 坂口　勝彦　議員
　①「マイナ保険証」の普及と利用促進について

■ 楢木　孝一　議員
　①農業の振興について

■ 田中　允　議員
　①光が丘、美しが丘、天拝坂、山家地区等の
　　西鉄バスの路線廃止問題について
　②小中学校の教員に行われたアンケート調査について
　③介護職員の処遇改善を求める陳情書について　　
　④ＪＴ跡地について

P.12

P.12

P.13

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.16

P.16

P.17

P.17

P.18

P.15

　
令
和
５
年
度
の
水
道
事

業
の
損
益
収
支
は
、
１
億

７
３
６
４
万
１
２
４
９
円

の
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
損
益
収

支
は
、
２
億
６
７
５
８
万

６
８
９
８
円
の
純
利
益
と

な
り
、
前
年
度
に
引
き
続

き
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
で
生
じ
た
純
利
益
は

「
剰
余
金
」
と
し
て
処
分

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
　
水
道
事
業
に
よ
る
剰

余
金
は
、
ど
の
よ
う
に
処

分
し
て
い
く
の
か
。

答
　
剰
余
金
は
、
借
金
の

返
済
に
充
て
る
積
み
立
て

と
し
て
７
割
、
将
来
の
設

備
投
資
と
し
て
３
割
で
考

え
て
い
る
。

問
　
老
朽
管
更
新
は
水
道

料
金
に
影
響
す
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
。

答
　
老
朽
管
更
新
費
用
の

増
に
加
え
、
本
市
が
水
道

用
水
の
多
く
を
依
存
す
る

供
給
元
が
費
用
高
騰
で
水

の
単
価
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
話
も
出

て
き
て
お
り
、
値
上
げ
に

つ
い
て
は
心
配
し
て
い
る
。

た
だ
、
当
分
は
今
の
料
金

体
系
で
老
朽
管
更
新
を
図

り
な
が
ら
、
維
持
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

議案

筑
紫
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗

上
下
水
道
事
業
黒
字
！

　
　
　今
後
の
水
道
料
金
は
？

　
総
事
業
費
を
１
６
６
億
８
千
万
円
で

計
画
し
、
こ
れ
ま
で
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
５
月
17
日
に
換
地
処

分
の
公
告
を
行
い
、
事
業
と
し
て
は
お

お
む
ね
終
了
し
て
い
ま
す
。

　問
　
工
事
費
や
補
償
費
に
対
し
て
、
補

助
金
は
確
保
し
た
の
か
。

答
　
国
費
か
ら
45
億
円
交
付
さ
れ
て
い

る
。 概

要
委
員
会
で
の
質
疑

報告

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
と
被
害
件
数
は
？

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
の
防
除
実
施

計
画
で
、
本
市
は
生
息
密

度
が
高
い
重
点
対
策
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲

体
制
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
と
し
て
、
市
職

員
２
名
、
猟
友
会
９
名
で

編
成
し
て
い
ま
す
。
防
除

講
習
受
講
者
数
は
現
在
27

名
で
、
箱
わ
な
の
所
有
数

は
環
境
課
８
個
、
農
政
課

８
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　問
　
ど
の
地
域
で
捕
ま
え

た
の
か
。

答
　
市
内
全
域
で
捕
獲
さ

れ
て
い
る
。

問
　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
は
ダ

ニ
が
つ
い
て
い
る
。
マ
ダ

ニ
感
染
症
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

に
よ
り
亡
く
な
る
事
例
も

あ
る
の
で
、
注
意
喚
起
も

必
要
と
思
う
が
。

答
　
見
か
け
は
非
常
に
か

わ
い
い
が
、
怖
い
も
の
で

あ
り
近
寄
ら
な
い
こ
と
等

周
知
し
て
い
き
た
い
。

市
の
説
明

委
員
会
で
の
質
疑

調査

建設環境常任委員会

第27回 宝満川カヌー大会

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億  294万1千円
19億3535万4千円
  2億6758万7千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価

損益

172.2㎥／円
159.9㎥／円
12.3㎥／円

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億3436万2千円
17億6072万1千円
  1億7364万1千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
損益

214㎥／円
206㎥／円
8㎥／円

事業費（平成7年度から令和6年度）実績の内訳

歳入合計
166億1756万1千円

歳出合計
166億1756万1千円

国費
45億993万2千円

27%
工事費

61億8974万2千円
37%

補償費
83億3541万7千円

50%

調査設計費
19億3363万7千円

12%

市費
106億9451万6千円

64%

保留地処分金
11億515万1千円

7%

その他
3億796万2千円

2%

事務費
1億5876万5千円

1%

【被害状況】
● 家屋への侵入・荒らし
● 農作物食い荒らし
● 可燃ごみ荒らし

【報告件数】
環境課把握分
令和5年度　10件
令和6年度　14件

ダニやウイルス、アライグマの悪
臭や騒音で、アレルギーや喘息、
ストレス性疾患や、睡眠障害を起
こすことがあります。

健康被害
アライグマは雑食です。肉を好み
ますが、畑の農作物を手当たり次
第に荒らしたり、家庭菜園の果実
をむさぼることがあります。

作物被害

溜まったフンや尿、アライグマ自
身のからだに付着したカビやダニ
がどんどん増えていき、人だけで
なくペットにも被害が及びます。

カビ・害虫被害
器用な指と鋭い爪で壁に大量の傷
をつけます。また、排泄物で、天
井にシミができたり、断熱材を荒
らされることがあります。

建物被害

答 答問 問

答 問

答答 問問
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、14 人の議員が 29 題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 段下　季一郎　議員
　①里親制度の推進について
　②子育て支援について
　③障害児支援の充実について
　④学校教育の充実と子どもの居場所づくりについて

■ 吉村　陽一　議員
　①災害時の対応について
　②在留外国人の対応について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①小中学校のプールの水について

■ 西村　和子　議員
　①コミュニティ基本構想、基本計画の
　　見直しについて

■ 赤司　祥一　議員
　①就農促進・離農抑制のための農業施策に
　　ついて

■ 古賀　新悟　議員
　①健康保険証のマイナンバーカードへの
　　一本化について
　②異常な猛暑により影響を受けた家計への
　　支援について

■ 春口　茜　議員
　①小中学校における男女平等実現について
　②ファミリーサポートの充実について

■ 前田　倫宏　議員
　①こどもの居場所・遊び場について
　②高齢者等の買い物支援について
　③スポーツの振興について

■ 山本　加奈子　議員
　①認知症の人に寄り添った地域社会の構築について
　②リチウム蓄電池等の小型充電式電池の
　　拠点回収について

■ 八尋　一男　議員
　①本市におけるごみ減量と脱炭素の
　　取り組みについて
　②観光の振興について
　③スポーツ振興について

■ 辻本　美惠子　議員
　①健康づくりにむけた運動習慣を
　　広げるための取り組みについて
　②困難な問題を抱える女性への支援について
　　（国・県の方針をうけて）

■ 坂口　勝彦　議員
　①「マイナ保険証」の普及と利用促進について

■ 楢木　孝一　議員
　①農業の振興について

■ 田中　允　議員
　①光が丘、美しが丘、天拝坂、山家地区等の
　　西鉄バスの路線廃止問題について
　②小中学校の教員に行われたアンケート調査について
　③介護職員の処遇改善を求める陳情書について　　
　④ＪＴ跡地について

P.12

P.12

P.13

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.16

P.16

P.17

P.17

P.18

P.15

　
令
和
５
年
度
の
水
道
事

業
の
損
益
収
支
は
、
１
億

７
３
６
４
万
１
２
４
９
円

の
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
損
益
収

支
は
、
２
億
６
７
５
８
万

６
８
９
８
円
の
純
利
益
と

な
り
、
前
年
度
に
引
き
続

き
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
で
生
じ
た
純
利
益
は

「
剰
余
金
」
と
し
て
処
分

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
　
水
道
事
業
に
よ
る
剰

余
金
は
、
ど
の
よ
う
に
処

分
し
て
い
く
の
か
。

答
　
剰
余
金
は
、
借
金
の

返
済
に
充
て
る
積
み
立
て

と
し
て
７
割
、
将
来
の
設

備
投
資
と
し
て
３
割
で
考

え
て
い
る
。

問
　
老
朽
管
更
新
は
水
道

料
金
に
影
響
す
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
。

答
　
老
朽
管
更
新
費
用
の

増
に
加
え
、
本
市
が
水
道

用
水
の
多
く
を
依
存
す
る

供
給
元
が
費
用
高
騰
で
水

の
単
価
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
話
も
出

て
き
て
お
り
、
値
上
げ
に

つ
い
て
は
心
配
し
て
い
る
。

た
だ
、
当
分
は
今
の
料
金

体
系
で
老
朽
管
更
新
を
図

り
な
が
ら
、
維
持
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

議案

筑
紫
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗

上
下
水
道
事
業
黒
字
！

　
　
　今
後
の
水
道
料
金
は
？

　
総
事
業
費
を
１
６
６
億
８
千
万
円
で

計
画
し
、
こ
れ
ま
で
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
５
月
17
日
に
換
地
処

分
の
公
告
を
行
い
、
事
業
と
し
て
は
お

お
む
ね
終
了
し
て
い
ま
す
。

　問
　
工
事
費
や
補
償
費
に
対
し
て
、
補

助
金
は
確
保
し
た
の
か
。

答
　
国
費
か
ら
45
億
円
交
付
さ
れ
て
い

る
。 概

要
委
員
会
で
の
質
疑

報告

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
と
被
害
件
数
は
？

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
の
防
除
実
施

計
画
で
、
本
市
は
生
息
密

度
が
高
い
重
点
対
策
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲

体
制
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
と
し
て
、
市
職

員
２
名
、
猟
友
会
９
名
で

編
成
し
て
い
ま
す
。
防
除

講
習
受
講
者
数
は
現
在
27

名
で
、
箱
わ
な
の
所
有
数

は
環
境
課
８
個
、
農
政
課

８
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　問
　
ど
の
地
域
で
捕
ま
え

た
の
か
。

答
　
市
内
全
域
で
捕
獲
さ

れ
て
い
る
。

問
　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
は
ダ

ニ
が
つ
い
て
い
る
。
マ
ダ

ニ
感
染
症
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

に
よ
り
亡
く
な
る
事
例
も

あ
る
の
で
、
注
意
喚
起
も

必
要
と
思
う
が
。

答
　
見
か
け
は
非
常
に
か

わ
い
い
が
、
怖
い
も
の
で

あ
り
近
寄
ら
な
い
こ
と
等

周
知
し
て
い
き
た
い
。

市
の
説
明

委
員
会
で
の
質
疑

調査

建設環境常任委員会

第27回 宝満川カヌー大会

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億  294万1千円
19億3535万4千円
  2億6758万7千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価

損益

172.2㎥／円
159.9㎥／円
12.3㎥／円

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億3436万2千円
17億6072万1千円
  1億7364万1千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
損益

214㎥／円
206㎥／円
8㎥／円

事業費（平成7年度から令和6年度）実績の内訳

歳入合計
166億1756万1千円

歳出合計
166億1756万1千円

国費
45億993万2千円

27%
工事費

61億8974万2千円
37%

補償費
83億3541万7千円

50%

調査設計費
19億3363万7千円

12%

市費
106億9451万6千円

64%

保留地処分金
11億515万1千円

7%

その他
3億796万2千円

2%

事務費
1億5876万5千円

1%

【被害状況】
● 家屋への侵入・荒らし
● 農作物食い荒らし
● 可燃ごみ荒らし

【報告件数】
環境課把握分
令和5年度　10件
令和6年度　14件

ダニやウイルス、アライグマの悪
臭や騒音で、アレルギーや喘息、
ストレス性疾患や、睡眠障害を起
こすことがあります。

健康被害
アライグマは雑食です。肉を好み
ますが、畑の農作物を手当たり次
第に荒らしたり、家庭菜園の果実
をむさぼることがあります。

作物被害

溜まったフンや尿、アライグマ自
身のからだに付着したカビやダニ
がどんどん増えていき、人だけで
なくペットにも被害が及びます。

カビ・害虫被害
器用な指と鋭い爪で壁に大量の傷
をつけます。また、排泄物で、天
井にシミができたり、断熱材を荒
らされることがあります。

建物被害

答 答問 問

答 問

答答 問問
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問
　
育
児
に
よ
る
疲
労
が

あ
り
、
休
息
を
希
望
し
て

い
る
、
ま
た
は
、
児
童
の

養
育
方
法
や
関
わ
り
方
に

悩
ん
で
い
る
保
護
者
が
親

子
で
宿
泊
し
な
が
ら
相
談

支
援
を
受
け
ら
れ
る
親
子

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

答
　
親
子
が
一
緒
に
休
息

で
き
る
環
境
の
提
供
も
重

要
な
施
策
と
考
え
て
い
る

の
で
、
事
業
の
実
施
に
向

け
、
検
討
し
て
い
る
。

障
害
児
支
援
の
充
実

を問
　
筑
紫
地
区
で
は
、
障

害
児
の
ヘ
ル
パ
ー
が
付
け

ら
れ
な
い
。
共
働
き
で
も
、

17
時
〜
19
時
の
間
に
帰
る

の
は
大
変
で
、
ひ
と
り
親

だ
と
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

の
は
困
難
な
状
況
。
障
害

児
へ
の
居
宅
介
護
、
同
行

援
護
、
行
動
援
護
の
事
業

を
充
実
す
べ
き
で
は
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決

定
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
公
平
か
つ
適
正

な
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
相
談
支
援
事

業
所
と
調
整
を
図
り
、
必

要
な
支
援
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

預
か
り
ニ
ー
ズ
対
応
の
た

め
、
本
年
度
か
ら
児
童
発

達
支
援
等
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
報
酬
の
う
ち
、

延
長
支
援
加
算
が
拡
充
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
対
応

す
る
事
業
所
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
動
向
を

注
視
す
る
。

学
校
教
育
の
充
実
を

問
　
チ
ー
ム
担
任
制
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

複
数
の
教
員
の
目
で
子
ど

も
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、

教
員
の
指
導
力
向
上
の
一

助
と
な
る
な
ど
が
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
教
員
一
人

ひ
と
り
の
責
任
感
の
希
薄

化
や
、
保
護
者
が
ど
の
教

員
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
事
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
今
後
の
研
究
課

題
と
考
え
て
い
る
。

 

親
子
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　
　
　 

 

の
実
施
を
！

　  

事
業
の
実
施
に
向
け
、

　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い
る

生姜農家の高田さん

問
　
筑
紫
野
市
災
害
時
等

要
援
護
者
支
援
制
度
に
よ

る
個
人
情
報
提
供
の
同
意

形
成
を
行
っ
て
い
る
と
の

事
だ
が
「
災
害
時
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
」
の

進
捗
は
。

答
　
令
和
６
年
４
月
１
日

時
点
で
の
作
成
率
が
11
・

６
％
と
低
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
多
く
の
対
象
者

が
出
来
る
限
り
早
期
に
計

画
を
作
成
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
地
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
自
主
防
災
組
織
と
の

情
報
提
供
の
協
定
締
結
を

進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

で
の
見
守
り
や
災
害
時
の

避
難
の
在
り
方
な
ど
を
支

援
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
女
性
が
避

難
し
や
す
い
避
難
所
運
営

を
行
い
周
知
す
べ
き
で
は
。

答
　
配
慮
を
必
要
と
さ
れ

る
方
々
に
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
お
り
安
心
し
て
避
難

で
き
る
よ
う
周
知
し
て
い

く
。

在
留
外
国
人
へ
の
対

応
は

問
　
「
外
国
人
総
合
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
設
置

や
、
外
国
人
の
生
活
相
談

や
情
報
提
供
を
多
言
語
で

行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
窓

口
で
あ
る
「
一
元
的
相
談

窓
口
」
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

答 

外
国
人
対
応
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
翻
訳
ア
プ
リ

の
活
用
等
に
よ
り
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
、
外
国
人
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
や
県
が
実
施
し
て
い
る

外
国
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
困
り
ご
と
な

ど
を
注
視
し
て
い
く
。

　
本
市
で
外
国
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
寄
与
す
る
支
援
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
課
題

と
考
え
る
。

 

個
別
避
難
計
画
作
成
の

　
　
　
　進
捗
状
況
は

　  

早
期
に
計
画
作
成

　
　
　
　で
き
る
よ
う
努
め
る

コミュニティまつり

市内小学校プール

コミュニティの子どもの遊び場

市内小学校

問
　
本
市
も
含
め
全
国
各

地
で
プ
ー
ル
の
水
止
め
忘

れ
が
多
発
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

答
　
従
前
か
ら
様
々
な
要

因
に
よ
る
事
案
が
本
市
も

含
め
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
水
道
水
使
用
に

よ
る
多
額
の
損
失
が
生
じ

る
こ
と
や
プ
ー
ル
管
理
業

務
が
教
職
員
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
再
発
防
止
の
為
に
ど

の
よ
う
な
措
置
が
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答
　
学
校
に
お
け
る
意
識

の
徹
底
に
加
え
、
複
数
人

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
な
ど
し
て
、
組

織
的
な
対
応
を
確
実
に
行

う
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
、
校
長
会
等
で
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
個
人
の
負
担
感

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
止
め
忘
れ
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
自
動
止
水
機

の
活
用
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
自
動
止
水
機
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
導
入
事
例

の
情
報
を
収
集
し
、
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

  

プ
ー
ル
の
水
止
め
忘
れ
の
対
策
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
対
等
な
関
係
は

　  チ
ェッ
ク
体
制
を
確
立
し
対
応
す
る

問
　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
３
小
学
校
区
に
再
編

す
る
計
画
が
あ
る
が
、
他

の
６
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現

状
と
課
題
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
　
す
べ
て
の
協
議
会
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
後
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
現
状
と
課
題
を
把
握

し
た
う
え
で
、
各
協
議
会

に
諮
り
な
が
ら
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
　
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
対
等
な
関
係
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
実
現
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
を

具
体
的
に
伺
う
。

答
　
市
は
協
議
会
へ
の
各

種
支
援
を
行
い
、
協
議
会

は
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
各
種
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

互
い
に
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　  

連
携・協
力
し
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

問
　
農
業
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
就
農
意

欲
喚
起
や
移
住
促
進
、
営

農
資
金
サ
ポ
ー
ト
ま
で
含

め
た
、
新
規
就
農
支
援
の

更
な
る
充
実
・
推
進
が
必

要
で
は
。

答
　
経
営
の
不
安
定
な
就

農
初
期
段
階
の
次
世
代
を

担
う
新
規
青
年
就
農
者
に

対
し
て
、
「
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
」
を
活
用

し
て
資
金
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
担
い
手
の

減
少
対
策
と
し
て
、
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
福
岡
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
新
規
就
農
希
望

者
の
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
就
農
喚

起
は
、
農
業
青
年
部
や
農

業
女
性
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
な
が
ら
、
農
業
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
博
多
三
大
祭
り
の
一

つ
放
生
会
で
も
昔
か
ら
売

ら
れ
て
い
た
、
筑
紫
野
市

を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
農

作
物
で
あ
る
生
姜
に
関
し

て
、
も
っ
と
農
家
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
生
産
農
家
は
減
っ
て

い
る
現
状
だ
が
、
作
付
面

積
及
び
収
穫
量
は
、
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
年
度
は

生
姜
の
洗
浄
機
の
購
入
支

援
を
行
う
予
定
。
今
後
は
、

Ｐ
Ｒ
動
画
の
配
信
な
ど
を

含
め
た
、
継
続
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

就
農
意
欲
喚
起
や
新
規
就
農
支
援
は

　  相
談・支
援
を
行
い
魅
力
発
信
の
取
組
を
検
討
す
る

段下 季一郎

虐
待
予
防

（市民会議）

吉村 陽一

災
害
弱
者
の
対
応 （市民会議）

宮﨑 吉弘

学
校
プ
ー
ル
の
水

（公明党）

西村 和子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ （市民会議）

赤司 祥一

農
業
支
援
・
促
進

（つくし野） 
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問

答

答
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問問

問

答

答

答

答 

問

問

問 答答

答

問

答 答 

問答

問答

答 

問答

答

答 

13 12議会だより筑紫野 令和６年1 1月１日 206号　議会だより筑紫野



問
　
育
児
に
よ
る
疲
労
が

あ
り
、
休
息
を
希
望
し
て

い
る
、
ま
た
は
、
児
童
の

養
育
方
法
や
関
わ
り
方
に

悩
ん
で
い
る
保
護
者
が
親

子
で
宿
泊
し
な
が
ら
相
談

支
援
を
受
け
ら
れ
る
親
子

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

答
　
親
子
が
一
緒
に
休
息

で
き
る
環
境
の
提
供
も
重

要
な
施
策
と
考
え
て
い
る

の
で
、
事
業
の
実
施
に
向

け
、
検
討
し
て
い
る
。

障
害
児
支
援
の
充
実

を問
　
筑
紫
地
区
で
は
、
障

害
児
の
ヘ
ル
パ
ー
が
付
け

ら
れ
な
い
。
共
働
き
で
も
、

17
時
〜
19
時
の
間
に
帰
る

の
は
大
変
で
、
ひ
と
り
親

だ
と
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

の
は
困
難
な
状
況
。
障
害

児
へ
の
居
宅
介
護
、
同
行

援
護
、
行
動
援
護
の
事
業

を
充
実
す
べ
き
で
は
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決

定
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
公
平
か
つ
適
正

な
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
相
談
支
援
事

業
所
と
調
整
を
図
り
、
必

要
な
支
援
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

預
か
り
ニ
ー
ズ
対
応
の
た

め
、
本
年
度
か
ら
児
童
発

達
支
援
等
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
報
酬
の
う
ち
、

延
長
支
援
加
算
が
拡
充
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
対
応

す
る
事
業
所
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
動
向
を

注
視
す
る
。

学
校
教
育
の
充
実
を

問
　
チ
ー
ム
担
任
制
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

複
数
の
教
員
の
目
で
子
ど

も
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、

教
員
の
指
導
力
向
上
の
一

助
と
な
る
な
ど
が
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
教
員
一
人

ひ
と
り
の
責
任
感
の
希
薄

化
や
、
保
護
者
が
ど
の
教

員
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
事
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
今
後
の
研
究
課

題
と
考
え
て
い
る
。

 

親
子
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　
　
　 

 

の
実
施
を
！

　  

事
業
の
実
施
に
向
け
、

　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い
る

生姜農家の高田さん

問
　
筑
紫
野
市
災
害
時
等

要
援
護
者
支
援
制
度
に
よ

る
個
人
情
報
提
供
の
同
意

形
成
を
行
っ
て
い
る
と
の

事
だ
が
「
災
害
時
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
」
の

進
捗
は
。

答
　
令
和
６
年
４
月
１
日

時
点
で
の
作
成
率
が
11
・

６
％
と
低
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
多
く
の
対
象
者

が
出
来
る
限
り
早
期
に
計

画
を
作
成
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
地
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
自
主
防
災
組
織
と
の

情
報
提
供
の
協
定
締
結
を

進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

で
の
見
守
り
や
災
害
時
の

避
難
の
在
り
方
な
ど
を
支

援
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
女
性
が
避

難
し
や
す
い
避
難
所
運
営

を
行
い
周
知
す
べ
き
で
は
。

答
　
配
慮
を
必
要
と
さ
れ

る
方
々
に
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
お
り
安
心
し
て
避
難

で
き
る
よ
う
周
知
し
て
い

く
。

在
留
外
国
人
へ
の
対

応
は

問
　
「
外
国
人
総
合
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
設
置

や
、
外
国
人
の
生
活
相
談

や
情
報
提
供
を
多
言
語
で

行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
窓

口
で
あ
る
「
一
元
的
相
談

窓
口
」
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

答 

外
国
人
対
応
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
翻
訳
ア
プ
リ

の
活
用
等
に
よ
り
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
、
外
国
人
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
や
県
が
実
施
し
て
い
る

外
国
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
困
り
ご
と
な

ど
を
注
視
し
て
い
く
。

　
本
市
で
外
国
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
寄
与
す
る
支
援
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
課
題

と
考
え
る
。

 

個
別
避
難
計
画
作
成
の

　
　
　
　進
捗
状
況
は

　  

早
期
に
計
画
作
成

　
　
　
　で
き
る
よ
う
努
め
る

コミュニティまつり

市内小学校プール

コミュニティの子どもの遊び場

市内小学校

問
　
本
市
も
含
め
全
国
各

地
で
プ
ー
ル
の
水
止
め
忘

れ
が
多
発
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

答
　
従
前
か
ら
様
々
な
要

因
に
よ
る
事
案
が
本
市
も

含
め
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
水
道
水
使
用
に

よ
る
多
額
の
損
失
が
生
じ

る
こ
と
や
プ
ー
ル
管
理
業

務
が
教
職
員
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
再
発
防
止
の
為
に
ど

の
よ
う
な
措
置
が
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答
　
学
校
に
お
け
る
意
識

の
徹
底
に
加
え
、
複
数
人

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
な
ど
し
て
、
組

織
的
な
対
応
を
確
実
に
行

う
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
、
校
長
会
等
で
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
個
人
の
負
担
感

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
止
め
忘
れ
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
自
動
止
水
機

の
活
用
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
自
動
止
水
機
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
導
入
事
例

の
情
報
を
収
集
し
、
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

  

プ
ー
ル
の
水
止
め
忘
れ
の
対
策
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
対
等
な
関
係
は

　  チ
ェッ
ク
体
制
を
確
立
し
対
応
す
る

問
　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
３
小
学
校
区
に
再
編

す
る
計
画
が
あ
る
が
、
他

の
６
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現

状
と
課
題
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
　
す
べ
て
の
協
議
会
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
後
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
現
状
と
課
題
を
把
握

し
た
う
え
で
、
各
協
議
会

に
諮
り
な
が
ら
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
。

問
　
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
対
等
な
関
係
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
実
現
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
を

具
体
的
に
伺
う
。

答
　
市
は
協
議
会
へ
の
各

種
支
援
を
行
い
、
協
議
会

は
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
各
種
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

互
い
に
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　  

連
携・協
力
し
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

問
　
農
業
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
就
農
意

欲
喚
起
や
移
住
促
進
、
営

農
資
金
サ
ポ
ー
ト
ま
で
含

め
た
、
新
規
就
農
支
援
の

更
な
る
充
実
・
推
進
が
必

要
で
は
。

答
　
経
営
の
不
安
定
な
就

農
初
期
段
階
の
次
世
代
を

担
う
新
規
青
年
就
農
者
に

対
し
て
、
「
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
」
を
活
用

し
て
資
金
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
担
い
手
の

減
少
対
策
と
し
て
、
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
福
岡
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
新
規
就
農
希
望

者
の
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
就
農
喚

起
は
、
農
業
青
年
部
や
農

業
女
性
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
な
が
ら
、
農
業
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
博
多
三
大
祭
り
の
一

つ
放
生
会
で
も
昔
か
ら
売

ら
れ
て
い
た
、
筑
紫
野
市

を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
農

作
物
で
あ
る
生
姜
に
関
し

て
、
も
っ
と
農
家
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
生
産
農
家
は
減
っ
て

い
る
現
状
だ
が
、
作
付
面

積
及
び
収
穫
量
は
、
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
年
度
は

生
姜
の
洗
浄
機
の
購
入
支

援
を
行
う
予
定
。
今
後
は
、

Ｐ
Ｒ
動
画
の
配
信
な
ど
を

含
め
た
、
継
続
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

就
農
意
欲
喚
起
や
新
規
就
農
支
援
は

　  相
談・支
援
を
行
い
魅
力
発
信
の
取
組
を
検
討
す
る

段下 季一郎

虐
待
予
防

（市民会議）

吉村 陽一

災
害
弱
者
の
対
応 （市民会議）

宮﨑 吉弘

学
校
プ
ー
ル
の
水

（公明党）

西村 和子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ （市民会議）

赤司 祥一

農
業
支
援
・
促
進

（つくし野） 
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答
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答
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問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
は
、
任
意
で
あ

り
執
拗
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
、
本
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
及
び
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
役

割
と
機
能
を
正
し
く
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
窓
口
に
お
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

説
明
や
、
広
報
誌
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
分
か
り
易
い
情
報
発

信
に
努
め
る
。

問
　
病
院
か
ら
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
と

受
診
で
き
な
く
な
る
と
強

く
言
わ
れ
、
意
思
に
反
し

て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録

し
た
方
で
、
そ
れ
で
も
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
い
た
く

な
い
人
へ
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使

い
た
く
な
い
人
へ
の
対
応

は
、
登
録
解
除
の
手
続
や

申
請
に
よ
る
資
格
確
認
書

の
発
行
等
を
予
定
し
て
い

る
。
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
、
利
用
者
の
意
向
に

沿
っ
た
柔
軟
な
対
応
に
努

め
る
。 

生
活
困
窮
へ
水
道
料

金
の
助
成
を

問
　
電
気
や
ガ
ス
に
対
す

る
補
助
金
は
国
の
施
策
と

し
て
あ
る
が
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の

も
の
で
あ
る
た
め
、
本
市

の
対
策
が
必
要
、
本
市
の

考
え
は
。

答
　
本
市
の
水
道
事
業
で

は
平
成
18
年
度
以
降
は
水

道
料
金
を
据
え
置
き
、
一

般
家
庭
の
負
担
を
低
く
抑

え
る
な
ど
市
民
生
活
へ
及

ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
留

め
て
き
た
。
今
後
は
、
更

な
る
「
事
業
経
営
基
盤
の

安
定
化
」
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
に

よ
り
、
水
道
事
業
者
と
し

て
、
家
計
へ
の
支
援
策
と

し
て
の
助
成
や
水
道
料
金

の
軽
減
を
実
施
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

　
　
　登
録
は
必
須
？

　  

登
録
は
任
意
、正
し
い

　
　
　情
報
を
周
知
啓
発
す
る

問
　
生
理
用
品
は
女
性
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
社
会
全
体
の
理
解
を

得
る
べ
き
。
特
に
自
分
で

準
備
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
業
に
励

む
た
め
、
い
つ
で
も
使
え

る
も
の
と
し
て
予
算
化
す

べ
き
で
は
。

答
　
現
在
、
生
理
用
品
に

つ
い
て
は
、
寄
贈
に
よ
り

全
て
の
市
立
小
中
学
校
の

保
健
室
な
ど
に
配
備
し
て

お
り
、
一
部
の
小
中
学
校

で
は
、
ト
イ
レ
に
も
置
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ト

イ
レ
へ
の
常
時
設
置
の
た

め
の
予
算
化
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
意
見
等
を
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
他
市
の

状
況
等
を
調
査
し
研
究
し

て
い
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
を

問
　
宿
泊
が
伴
う
出
張
や

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
場
所

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

共
働
き
世
帯
や
ひ
と
り
親

世
帯
で
急
な
困
難
に
直
面

し
た
家
庭
が
地
域
の
力
を

借
り
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
「
病
児
・
緊
急
対

応
事
業
」
を
導
入
す
べ
き

で
は
。

答
　
福
岡
県
内
で
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
３
市
あ

る
が
、
病
児
病
後
児
が
預

か
り
対
象
と
な
る
こ
と
か

ら
、
症
状
の
急
変
時
や
救

急
時
に
対
応
い
た
だ
け
る

医
療
機
関
の
確
保
や
連
携

の
他
、
預
か
り
会
員
の
研

修
拡
充
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能

拡
充
な
ど
が
必
要
と
な
る

た
め
、
ま
ず
は
実
施
自
治

体
に
お
け
る
調
査
、
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

学
校
ト
イ
レ
に

　生
理
用
品
の
常
置
を

　  

他
市
の
状
況
等
を

　
　
　
　
　調
査
し
研
究
す
る

問
　
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
増
加
、
地
域
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
衰
退
、
単

身
高
齢
者
等
の
増
加
に
伴

い
、
過
疎
地
域
の
み
な
ら

ず
都
市
部
で
も
買
物
困
難

者
が
増
え
て
い
る
が
、
支

援
の
考
え
は
。
移
動
販
売
、

買
物
場
の
開
設
、
移
動
手

段
の
提
供
な
ど
支
援
策
の

考
え
は
。

答
　
今
年
度
、
筑
紫
よ
か

ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
要
望
に
よ
り
、

住
民
主
体
の
買
い
物
支
援

の
取
り
組
み
を
試
み
て
い

る
。
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
協
議
会
や
自
治
会

と
協
議
し
、
地
域
の
支
え

合
い
で
で
き
る
こ
と
や
地

場
産
業
を
は
じ
め
と
し
た

民
間
企
業
等
の
参
入
も
含

め
て
、
新
た
な
支
え
合
い

活
動
に
繋
が
る
よ
う
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
商
工
会
の
買
援
隊
な

ど
の
取
り
組
み
と
連
携
を

図
り
、
「
福
岡
県
移
動
ス

ー
パ
ー
参
入
促
進
事
業
」

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

買
い
物
支
援
に
加
え
、
高

齢
者
の
見
守
り
等
に
も
繋

が
る
。
こ
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
移
動
販
売
も
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
と
と
も
に
商

工
会
や
市
内
外
の
事
業
所

の
協
力
に
よ
る
事
業
も
視

野
に
入
れ
、
補
助
金
を
活

用
し
た
事
業
の
実
施
も
今

後
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
館

問
　
昨
今
の
夏
は
、
猛
暑

日
が
続
き
、
公
園
で
の
遊

び
が
大
変
厳
し
く
、
新
た

に
屋
内
施
設
で
の
居
場

所
・
遊
び
場
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
「
こ
ど
も
館
」

等
の
整
備
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
新
た
に
整
備
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
で
複
合
的
に
事
業
を
展

開
し
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
場
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ア
ー
バ
ン
（
都
市
）

　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ

問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

の
考
え
は
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
委
員
の
意
見
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
く
。

移
動
ス
ー
パ
ー

　
　参
入
促
進
事
業
は

　  

事
業
の
実
施
も

　
　
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問
　
認
知
症
の
人
の
尊

厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る

効
果
的
な
技
法
と
し
て

「
あ
な
た
を
大
事
に
思

っ
て
い
る
」
こ
と
を
見

る
・
話
す
・
触
れ
る
・
立

つ
の
４
つ
の
柱
で
相
手
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
届
け

る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
普

及
が
必
要
で
は
。

答
　
同
様
の
視
点
で
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
を
啓

発
し
て
お
り
ユ
マ
ニ
チ
ュ

ー
ド
も
様
々
あ
る
手
法
の

ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
認
知
症
の
方
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

問
　
当
事
者
や
家
族
の
情

報
共
有
等
の
た
め
ウ
ェ
ブ

に
よ
る
交
流
も
含
め
た
認

知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
環

境
整
備
が
必
要
で
は
。

答
　
よ
り
多
く
の
認
知
症

の
方
や
家
族
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
必
要
な
環
境
整

備
に
努
め
て
い
く
。

問
　
行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

や
杖
等
に
貼
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
シ
ー
ル
の
普
及
啓
発

が
必
要
で
は
。

答
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
シ

ー
ル
は
費
用
や
個
人
情
報

保
護
の
面
で
も
有
効
な
手

段
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず

は
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の

今
年
度
運
用
開
始
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等

の
回
収

問
　
不
燃
ご
み
等
に
混
入

し
て
排
出
さ
れ
る
と
ゴ
ミ

収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設

で
火
災
事
故
の
原
因
に
。

行
政
に
よ
る
回
収
と
、
強

力
な
周
知
広
報
が
必
要
で

は
。

答
　
令
和
６
年
７
月
Ｊ
Ｂ

Ｒ
Ｃ
に
産
業
廃
棄
物
排
出

者
登
録
の
申
請
を
行
い
８

月
末
に
登
録
完
了
。
今
後

環
境
課
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近

に
回
収
箱
を
設
置
し
、
市

Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り
周
知
を
図

る
。
ま
た
環
境
省
の
広
報

素
材
を
活
用
し
分
別
廃
棄

方
法
な
ど
事
故
等
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
啓
発

動
画
を
作
成
し
、
市
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
周
知
に
努
め
て
い
く
。

「
新
し
い
認
知
症
観
」

　
　
　
　
　の
定
着
を

　  

教
材
等
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

　
　
　
　幅
広
い
啓
発
続
け
る

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

高
齢
者
買
物
支
援

高
齢
者
買
物
支
援

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

古賀 新悟
（－）

前田 倫宏
（つくし野）

春口 茜
（市民会議）

山本 加奈子
（公明党）

問

問

答

答

答

問

答 

問

問

答

答

答 

問問

問

問

答

答

答答

答 答 

問

問問 問

答

答答

答

答 答 
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問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
は
、
任
意
で
あ

り
執
拗
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
、
本
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
及
び
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
役

割
と
機
能
を
正
し
く
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
窓
口
に
お
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

説
明
や
、
広
報
誌
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
分
か
り
易
い
情
報
発

信
に
努
め
る
。

問
　
病
院
か
ら
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
と

受
診
で
き
な
く
な
る
と
強

く
言
わ
れ
、
意
思
に
反
し

て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録

し
た
方
で
、
そ
れ
で
も
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
い
た
く

な
い
人
へ
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使

い
た
く
な
い
人
へ
の
対
応

は
、
登
録
解
除
の
手
続
や

申
請
に
よ
る
資
格
確
認
書

の
発
行
等
を
予
定
し
て
い

る
。
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
、
利
用
者
の
意
向
に

沿
っ
た
柔
軟
な
対
応
に
努

め
る
。 

生
活
困
窮
へ
水
道
料

金
の
助
成
を

問
　
電
気
や
ガ
ス
に
対
す

る
補
助
金
は
国
の
施
策
と

し
て
あ
る
が
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の

も
の
で
あ
る
た
め
、
本
市

の
対
策
が
必
要
、
本
市
の

考
え
は
。

答
　
本
市
の
水
道
事
業
で

は
平
成
18
年
度
以
降
は
水

道
料
金
を
据
え
置
き
、
一

般
家
庭
の
負
担
を
低
く
抑

え
る
な
ど
市
民
生
活
へ
及

ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
留

め
て
き
た
。
今
後
は
、
更

な
る
「
事
業
経
営
基
盤
の

安
定
化
」
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
に

よ
り
、
水
道
事
業
者
と
し

て
、
家
計
へ
の
支
援
策
と

し
て
の
助
成
や
水
道
料
金

の
軽
減
を
実
施
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

　
　
　登
録
は
必
須
？

　  

登
録
は
任
意
、正
し
い

　
　
　情
報
を
周
知
啓
発
す
る

問
　
生
理
用
品
は
女
性
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
社
会
全
体
の
理
解
を

得
る
べ
き
。
特
に
自
分
で

準
備
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
業
に
励

む
た
め
、
い
つ
で
も
使
え

る
も
の
と
し
て
予
算
化
す

べ
き
で
は
。

答
　
現
在
、
生
理
用
品
に

つ
い
て
は
、
寄
贈
に
よ
り

全
て
の
市
立
小
中
学
校
の

保
健
室
な
ど
に
配
備
し
て

お
り
、
一
部
の
小
中
学
校

で
は
、
ト
イ
レ
に
も
置
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ト

イ
レ
へ
の
常
時
設
置
の
た

め
の
予
算
化
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
意
見
等
を
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
他
市
の

状
況
等
を
調
査
し
研
究
し

て
い
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
を

問
　
宿
泊
が
伴
う
出
張
や

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
場
所

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

共
働
き
世
帯
や
ひ
と
り
親

世
帯
で
急
な
困
難
に
直
面

し
た
家
庭
が
地
域
の
力
を

借
り
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
「
病
児
・
緊
急
対

応
事
業
」
を
導
入
す
べ
き

で
は
。

答
　
福
岡
県
内
で
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
３
市
あ

る
が
、
病
児
病
後
児
が
預

か
り
対
象
と
な
る
こ
と
か

ら
、
症
状
の
急
変
時
や
救

急
時
に
対
応
い
た
だ
け
る

医
療
機
関
の
確
保
や
連
携

の
他
、
預
か
り
会
員
の
研

修
拡
充
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能

拡
充
な
ど
が
必
要
と
な
る

た
め
、
ま
ず
は
実
施
自
治

体
に
お
け
る
調
査
、
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

学
校
ト
イ
レ
に

　生
理
用
品
の
常
置
を

　  

他
市
の
状
況
等
を

　
　
　
　
　調
査
し
研
究
す
る

問
　
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
増
加
、
地
域
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
衰
退
、
単

身
高
齢
者
等
の
増
加
に
伴

い
、
過
疎
地
域
の
み
な
ら

ず
都
市
部
で
も
買
物
困
難

者
が
増
え
て
い
る
が
、
支

援
の
考
え
は
。
移
動
販
売
、

買
物
場
の
開
設
、
移
動
手

段
の
提
供
な
ど
支
援
策
の

考
え
は
。

答
　
今
年
度
、
筑
紫
よ
か

ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
要
望
に
よ
り
、

住
民
主
体
の
買
い
物
支
援

の
取
り
組
み
を
試
み
て
い

る
。
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
協
議
会
や
自
治
会

と
協
議
し
、
地
域
の
支
え

合
い
で
で
き
る
こ
と
や
地

場
産
業
を
は
じ
め
と
し
た

民
間
企
業
等
の
参
入
も
含

め
て
、
新
た
な
支
え
合
い

活
動
に
繋
が
る
よ
う
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
商
工
会
の
買
援
隊
な

ど
の
取
り
組
み
と
連
携
を

図
り
、
「
福
岡
県
移
動
ス

ー
パ
ー
参
入
促
進
事
業
」

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

買
い
物
支
援
に
加
え
、
高

齢
者
の
見
守
り
等
に
も
繋

が
る
。
こ
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
移
動
販
売
も
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
と
と
も
に
商

工
会
や
市
内
外
の
事
業
所

の
協
力
に
よ
る
事
業
も
視

野
に
入
れ
、
補
助
金
を
活

用
し
た
事
業
の
実
施
も
今

後
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
館

問
　
昨
今
の
夏
は
、
猛
暑

日
が
続
き
、
公
園
で
の
遊

び
が
大
変
厳
し
く
、
新
た

に
屋
内
施
設
で
の
居
場

所
・
遊
び
場
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
「
こ
ど
も
館
」

等
の
整
備
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
新
た
に
整
備
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
で
複
合
的
に
事
業
を
展

開
し
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
場
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ア
ー
バ
ン
（
都
市
）

　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ

問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

の
考
え
は
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
委
員
の
意
見
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
く
。

移
動
ス
ー
パ
ー

　
　参
入
促
進
事
業
は

　  

事
業
の
実
施
も

　
　
　
　今
後
検
討
し
て
い
く

問
　
認
知
症
の
人
の
尊

厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る

効
果
的
な
技
法
と
し
て

「
あ
な
た
を
大
事
に
思

っ
て
い
る
」
こ
と
を
見

る
・
話
す
・
触
れ
る
・
立

つ
の
４
つ
の
柱
で
相
手
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
届
け

る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
普

及
が
必
要
で
は
。

答
　
同
様
の
視
点
で
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
を
啓

発
し
て
お
り
ユ
マ
ニ
チ
ュ

ー
ド
も
様
々
あ
る
手
法
の

ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
認
知
症
の
方
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

問
　
当
事
者
や
家
族
の
情

報
共
有
等
の
た
め
ウ
ェ
ブ

に
よ
る
交
流
も
含
め
た
認

知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
環

境
整
備
が
必
要
で
は
。

答
　
よ
り
多
く
の
認
知
症

の
方
や
家
族
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
必
要
な
環
境
整

備
に
努
め
て
い
く
。

問
　
行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

や
杖
等
に
貼
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
シ
ー
ル
の
普
及
啓
発

が
必
要
で
は
。

答
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
シ

ー
ル
は
費
用
や
個
人
情
報

保
護
の
面
で
も
有
効
な
手

段
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず

は
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の

今
年
度
運
用
開
始
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等

の
回
収

問
　
不
燃
ご
み
等
に
混
入

し
て
排
出
さ
れ
る
と
ゴ
ミ

収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設

で
火
災
事
故
の
原
因
に
。

行
政
に
よ
る
回
収
と
、
強

力
な
周
知
広
報
が
必
要
で

は
。

答
　
令
和
６
年
７
月
Ｊ
Ｂ

Ｒ
Ｃ
に
産
業
廃
棄
物
排
出

者
登
録
の
申
請
を
行
い
８

月
末
に
登
録
完
了
。
今
後

環
境
課
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近

に
回
収
箱
を
設
置
し
、
市

Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り
周
知
を
図

る
。
ま
た
環
境
省
の
広
報

素
材
を
活
用
し
分
別
廃
棄

方
法
な
ど
事
故
等
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
啓
発

動
画
を
作
成
し
、
市
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
周
知
に
努
め
て
い
く
。

「
新
し
い
認
知
症
観
」

　
　
　
　
　の
定
着
を

　  

教
材
等
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

　
　
　
　幅
広
い
啓
発
続
け
る

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

高
齢
者
買
物
支
援

高
齢
者
買
物
支
援

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

古賀 新悟
（－）

前田 倫宏
（つくし野）

春口 茜
（市民会議）

山本 加奈子
（公明党）

問

問

答

答

答

問

答 

問

問

答

答

答 

問問

問

問

答

答

答答

答 答 

問

問問 問

答

答答

答

答 答 
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問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
避

難
所
の
観
点
か
ら
農
ト
レ

や
小
中
学
校
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
設
置
を
行
う
べ
き

で
は
。

答
　
利
用
者
等
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の

有
効
性
、
避
難
所
の
機
能

と
し
て
も
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
現
在
策

定
中
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
の
中
で
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
各
小
中
学
校
に
お

け
る
体
育
館
利
用
の
実
態

を
把
握
し
、
体
育
館
に
適

し
た
空
調
方
式
や
機
器
の

性
能
及
び
そ
の
効
果
、
遮

熱
、
断
熱
の
必
要
性
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
、
特

に
小
中
学
校
体
育
館
は
、

学
校
教
育
施
設
の
充
実
、

避
難
所
に
お
け
る
良
好
な

環
境
整
備
の
観
点
か
ら
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
る
。
簡
易
型
空

調
設
備
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

観
光
の
振
興

問
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
市
民

ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
は
。

答
　
エ
ア
コ
ン
設
置
や
運

用
方
法
な
ど
、
市
民
ホ
ー

ル
管
理
組
合
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
減
量
と
脱
炭
素

問
　
令
和
５
年
９
月
議
会

の
一
般
質
問
答
弁
で
、
燃

や
す
し
か
な
い
ゴ
ミ
袋
等

の
取
組
を
検
討
す
る
と
あ

っ
た
が
、
進
捗
は
。

答
　
ご
み
減
量
対
策
の
進

捗
に
つ
い
て
「
燃
や
す
し

か
な
い
ご
み
袋
」
等
の
名

称
変
更
は
、
現
行
の
可
燃

ご
み
袋
包
み
ラ
ベ
ル
へ
の

水
切
り
や
生
ご
み
減
量
の

奨
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
追
加
等

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
設

置
支
援
や
宅
配
ロ
ッ
カ
ー

義
務
付
け
条
例
は
。

答
　
戸
建
て
用
置
き
配
ボ

ッ
ク
ス
設
置
の
支
援
策
や
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

用
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
義
務
付

け
条
例
の
制
定
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

今
後
先
進
自
治
体
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

農
ト
レ
や

　小
中
学
校
体
育
館
へ

八尋 一男
（つくし野）

　  費
用
対
効
果
や
運
用
方
法
等

　
　
　慎
重
に
検
討
し
て
い
る

農トレアリーナ市民ホール（JR二日市駅）

問
　
国
は
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
女
性
支

援
新
法
）
を
制
定
。
支
援

の
対
象
者
の
把
握
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
男
女
共
同
推
進
セ
ン

タ
ー
相
談
室
だ
け
で
な
く
、

児
童
福
祉
や
母
子
福
祉
、

生
活
困
窮
者
支
援
等
の
制

度
の
実
施
機
関
と
の
連
携

等
、
多
様
な
相
談
ル
ー
ト

に
よ
る
対
象
者
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

問
　
市
町
村
は
、
支
援
の

主
体
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
つ
い
て
の
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
基
本
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
に
お
い

て
努
力
義
務
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
国
の
基
本
方

針
、
県
の
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
本
市
の
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
取
組
を
講

じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
動
施
設
の
充
実
を

問
　
運
動
を
す
る
た
め
の

社
会
資
源
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
健
康
測
定

室
、
歩
行
訓
練
プ
ー
ル
に

専
門
の
健
康
運
動
指
導
士

が
常
駐
し
、
屋
外
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
や

多
目
的
コ
ー
ト
を
整
備
。

ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
自

主
的
に
運
動
が
で
き
る
方

向
け
に
運
動
器
具
を
設
置

し
て
い
る
。

問
　
運
動
施
設
が
充
分
で

あ
る
の
か
施
設
の
検
証
が

必
要
。
特
に
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、

課
題
が
多
い
。
現
状
の
運

動
施
設
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
、
策
定
中
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お
い

て
、
市
民
等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
実
施
、
課
題

整
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
計
画
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
・
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

支
援
の

　
　基
本
計
画
策
定
は

　  

策
定
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　取
組
を
講
じ
た

エ
ア
コ
ン
設
置
を

辻本 美惠子

困
難
な
女
性
支
援（市民会議）

稲の刈り取り状況（馬市）

問
　マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
促
進
に
向
け
、
正
し
い

情
報
発
信
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
役

割
と
機
能
を
正
し
く
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
行

保
険
証
の
廃
止
の
お
知
ら

せ
と
併
せ
て
、
窓
口
に
お

け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
説
明
や
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
分
か
り
易
い
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

問
　「
施
設
等
に
対
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
支
援
」
の
取
組
状
況

は
。

答
　
来
庁
が
困
難
な
施
設

入
所
者
を
対
象
と
し
て
、

施
設
に
出
向
い
て
支
援
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問
　高
齢
者
施
設
や
高
齢

世
帯
な
ど
に
支
援
を
周
知

し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
。

答
　
対
象
施
設
に
支
援
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
の
意

向
を
把
握
し
登
録
支
援
を

行
う
等
、
取
組
を
進
め
て

い
く
。
な
お
、
高
齢
者
世

帯
等
の
自
宅
に
出
向
い
て

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
の
動
向
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
を

有
機
農
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を

　  様
々
な
機
会
を
捉
え
、情
報
発
信
に
努
め
る

問
　有
機
農
業
は
環
境
へ

の
負
荷
を
減
ら
し
、
持
続

可
能
な
生
産
を
め
ざ
す
時

代
の
潮
流
。
本
市
で
も
複

数
の
法
人
が
減
農
薬
、
減

肥
料
栽
培
に
よ
り
米
作
り

を
行
っ
て
い
る
。
有
機
農

業
を
推
進
す
る
た
め
、
補

助
金
等
の
促
進
策
を
設
け

ら
れ
な
い
か
。

答
　
「
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
て
、
現
在
、
２

団
体
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
有
機
農
業

等
が
推
進
で
き
る
よ
う
に
、

同
様
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
他
の
農
業
者
へ
、
本

事
業
の
更
な
る
周
知
と
相

談
・
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
　少
な
い
労
働
力
で
も

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
に
期

待
が
か
か
る
が
、
導
入
コ

ス
ト
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

自
動
操
縦
ト
ラ
ク
タ
ー
や

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

導
入
か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。
補
助
金
等
の
奨
励
策

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
農
業
の
人
手
不
足
の

対
策
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

や
自
動
走
行
コ
ン
バ
イ
ン

等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
は
有
効
な
手

段
と
考
え
る
。
導
入
に
は

多
額
な
資
金
が
必
要
と
な

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
福

岡
県
の
事
業
を
活
用
し
補

助
金
の
支
援
を
行
う
。

　  

国
の
交
付
金
を
活
用
し
支
援
す
る

 坂口 勝彦

マ
イ
ナ
保
険
証 （公明党）

楢木 孝一

農
業
の
振
興

（つくし野）

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※9月定例会会議録は11月下旬以降に閲覧可能となります。
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問

問

答
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問問 答答

問

問

答

答
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問

問

問 答答
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問問 答

答
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問
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
避

難
所
の
観
点
か
ら
農
ト
レ

や
小
中
学
校
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
設
置
を
行
う
べ
き

で
は
。

答
　
利
用
者
等
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の

有
効
性
、
避
難
所
の
機
能

と
し
て
も
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
現
在
策

定
中
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
の
中
で
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
各
小
中
学
校
に
お

け
る
体
育
館
利
用
の
実
態

を
把
握
し
、
体
育
館
に
適

し
た
空
調
方
式
や
機
器
の

性
能
及
び
そ
の
効
果
、
遮

熱
、
断
熱
の
必
要
性
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
、
特

に
小
中
学
校
体
育
館
は
、

学
校
教
育
施
設
の
充
実
、

避
難
所
に
お
け
る
良
好
な

環
境
整
備
の
観
点
か
ら
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
る
。
簡
易
型
空

調
設
備
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

観
光
の
振
興

問
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
市
民

ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
は
。

答
　
エ
ア
コ
ン
設
置
や
運

用
方
法
な
ど
、
市
民
ホ
ー

ル
管
理
組
合
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
減
量
と
脱
炭
素

問
　
令
和
５
年
９
月
議
会

の
一
般
質
問
答
弁
で
、
燃

や
す
し
か
な
い
ゴ
ミ
袋
等

の
取
組
を
検
討
す
る
と
あ

っ
た
が
、
進
捗
は
。

答
　
ご
み
減
量
対
策
の
進

捗
に
つ
い
て
「
燃
や
す
し

か
な
い
ご
み
袋
」
等
の
名

称
変
更
は
、
現
行
の
可
燃

ご
み
袋
包
み
ラ
ベ
ル
へ
の

水
切
り
や
生
ご
み
減
量
の

奨
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
追
加
等

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
置
き
配
ボ
ッ
ク
ス
設

置
支
援
や
宅
配
ロ
ッ
カ
ー

義
務
付
け
条
例
は
。

答
　
戸
建
て
用
置
き
配
ボ

ッ
ク
ス
設
置
の
支
援
策
や
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

用
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
義
務
付

け
条
例
の
制
定
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

今
後
先
進
自
治
体
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

農
ト
レ
や

　小
中
学
校
体
育
館
へ

八尋 一男
（つくし野）

　  費
用
対
効
果
や
運
用
方
法
等

　
　
　慎
重
に
検
討
し
て
い
る

農トレアリーナ市民ホール（JR二日市駅）

問
　
国
は
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
女
性
支

援
新
法
）
を
制
定
。
支
援

の
対
象
者
の
把
握
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
男
女
共
同
推
進
セ
ン

タ
ー
相
談
室
だ
け
で
な
く
、

児
童
福
祉
や
母
子
福
祉
、

生
活
困
窮
者
支
援
等
の
制

度
の
実
施
機
関
と
の
連
携

等
、
多
様
な
相
談
ル
ー
ト

に
よ
る
対
象
者
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

問
　
市
町
村
は
、
支
援
の

主
体
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
つ
い
て
の
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
基
本
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
に
お
い

て
努
力
義
務
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
国
の
基
本
方

針
、
県
の
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
本
市
の
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
取
組
を
講

じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
動
施
設
の
充
実
を

問
　
運
動
を
す
る
た
め
の

社
会
資
源
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
健
康
測
定

室
、
歩
行
訓
練
プ
ー
ル
に

専
門
の
健
康
運
動
指
導
士

が
常
駐
し
、
屋
外
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
や

多
目
的
コ
ー
ト
を
整
備
。

ま
た
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
自

主
的
に
運
動
が
で
き
る
方

向
け
に
運
動
器
具
を
設
置

し
て
い
る
。

問
　
運
動
施
設
が
充
分
で

あ
る
の
か
施
設
の
検
証
が

必
要
。
特
に
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、

課
題
が
多
い
。
現
状
の
運

動
施
設
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
、
策
定
中
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お
い

て
、
市
民
等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
実
施
、
課
題

整
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
計
画
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
・
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

支
援
の

　
　基
本
計
画
策
定
は

　  

策
定
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　取
組
を
講
じ
た

エ
ア
コ
ン
設
置
を

辻本 美惠子

困
難
な
女
性
支
援（市民会議）

稲の刈り取り状況（馬市）

問
　マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
促
進
に
向
け
、
正
し
い

情
報
発
信
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
役

割
と
機
能
を
正
し
く
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
行

保
険
証
の
廃
止
の
お
知
ら

せ
と
併
せ
て
、
窓
口
に
お

け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
説
明
や
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
分
か
り
易
い
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

問
　「
施
設
等
に
対
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
支
援
」
の
取
組
状
況

は
。

答
　
来
庁
が
困
難
な
施
設

入
所
者
を
対
象
と
し
て
、

施
設
に
出
向
い
て
支
援
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問
　高
齢
者
施
設
や
高
齢

世
帯
な
ど
に
支
援
を
周
知

し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
。

答
　
対
象
施
設
に
支
援
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
の
意

向
を
把
握
し
登
録
支
援
を

行
う
等
、
取
組
を
進
め
て

い
く
。
な
お
、
高
齢
者
世

帯
等
の
自
宅
に
出
向
い
て

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
の
動
向
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
を

有
機
農
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を

　  様
々
な
機
会
を
捉
え
、情
報
発
信
に
努
め
る

問
　有
機
農
業
は
環
境
へ

の
負
荷
を
減
ら
し
、
持
続

可
能
な
生
産
を
め
ざ
す
時

代
の
潮
流
。
本
市
で
も
複

数
の
法
人
が
減
農
薬
、
減

肥
料
栽
培
に
よ
り
米
作
り

を
行
っ
て
い
る
。
有
機
農

業
を
推
進
す
る
た
め
、
補

助
金
等
の
促
進
策
を
設
け

ら
れ
な
い
か
。

答
　
「
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
て
、
現
在
、
２

団
体
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
有
機
農
業

等
が
推
進
で
き
る
よ
う
に
、

同
様
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
他
の
農
業
者
へ
、
本

事
業
の
更
な
る
周
知
と
相

談
・
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
　少
な
い
労
働
力
で
も

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
に
期

待
が
か
か
る
が
、
導
入
コ

ス
ト
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

自
動
操
縦
ト
ラ
ク
タ
ー
や

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

導
入
か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。
補
助
金
等
の
奨
励
策

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
農
業
の
人
手
不
足
の

対
策
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

や
自
動
走
行
コ
ン
バ
イ
ン

等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
は
有
効
な
手

段
と
考
え
る
。
導
入
に
は

多
額
な
資
金
が
必
要
と
な

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
福

岡
県
の
事
業
を
活
用
し
補

助
金
の
支
援
を
行
う
。

　  

国
の
交
付
金
を
活
用
し
支
援
す
る

 坂口 勝彦

マ
イ
ナ
保
険
証 （公明党）

楢木 孝一

農
業
の
振
興

（つくし野）

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
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本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※9月定例会会議録は11月下旬以降に閲覧可能となります。
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問
　
光
が
丘
・
美
し
が

丘
・
天
拝
坂
・
山
家
地
区

等
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、

西
鉄
が
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
が
赤
字
補
填
の
増
額

等
検
討
で
き
な
い
の
か
。

答
　
現
在
の
バ
ス
路
線
の

撤
退
縮
小
の
主
要
因
は
第

二
種
大
型
免
許
取
得
者
の

人
員
不
足
と
高
齢
化
に
よ

る
も
の
で
、
補
助
金
の
増

額
や
拡
充
を
し
て
も
そ
れ

だ
け
で
は
運
行
の
継
続
は

困
難
と
の
交
通
事
業
者
の

見
解
で
あ
る
。
ま
た
新
規

参
入
に
関
し
て
も
同
様
で

あ
り
、
第
一
種
免
許
で
も

運
転
で
き
る
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
交
通
等
の
新
た
な
交
通

手
段
を
活
用
し
地
域
交
通

網
の
維
持
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
結
果
的
に
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
は
現
状
よ
り
も

便
利
で
有
効
的
な
交
通
手

段
と
な
り
え
る
の
か
。

答
　
交
通
事
業
者
の
人
員

不
足
等
の
課
題
の
中
で
地

域
交
通
を
維
持
す
る
た
め

の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

様
々
な
交
通
手
段
を
活
用

し
地
域
交
通
の
維
持
形
成

に
努
め
て
い
く
。

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
を

問
　
Ｊ
Ｔ
の
撤
退
で
、
市

が
跡
地
を
購
入
す
れ
ば
税

収
減
と
な
る
。
結
果
的
に

市
は
取
得
し
な
く
て
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
跡

地
取
得
に
予
定
さ
れ
て
い

た
70
億
円
と
新
規
参
入
の

企
業
の
税
収
の
活
用
で
、

体
育
館
や
運
動
広
場
等
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が

可
能
と
思
う
が
市
長
の
見

解
は
。
ま
た
、
土
地
利
用

へ
の
市
の
関
与
は
。

市
長
　
現
在
策
定
作
業
中

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

中
で
、
体
育
館
等
の
施
設

整
備
を
総
合
的
に
検
討
す

る
。
そ
の
施
設
の
建
設
場

所
や
規
模
、
用
地
取
得
費

等
々
丁
寧
な
議
論
と
検
討

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
の
Ｊ

Ｔ
跡
地
の
土
地
利
用
の
市

の
関
与
は
、
都
市
計
画
法

や
市
開
発
行
為
要
綱
等
の

法
令
基
準
に
の
っ
と
り
助

言
や
指
導
を
行
い
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

土
地
利
用
に
つ
な
げ
る
。

西
鉄
バ
ス
路
線

　
　
　
　廃
止
問
題
は

田中 允

バ
ス
路
線
廃
止 （－）

　  

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　
　
　
運
行
を
計
画
し
て
い
る

ＪＴ九州工場跡地

AIオンデマンドバス

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員（配偶者、
被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに前年１年間の収入、
贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を７月３０日に意見書として受け取りましたので、
お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２０人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１９人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６４人
審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
明白な誤記、不正確な記載、その他不明な点等については確認の上、差し替え及び訂正または口頭での
説明は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

市
議
会
関
係
日
程
の

お
知
ら
せ一般質問一般質問

本会議

本会議 本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

※変更する場合があります。

令和６年１２月定例会

・本会議は原則として午前１０時に開会します。・１２月定例会の請願及び陳情の受付は１１月２７日（水曜日）正午までです。
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採
決
結
果

可
決

可
決

可
決

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和６年第４回９月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

認定第１号
令和５年度筑紫野市一般会計歳入歳出決算の
認定について
認定第２号
令和５年度筑紫野市国民健康保険事業特別会
計決算の認定について
議案第45号
福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変
更に関する協議について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

９月定例会 審議結果（9月2日～9月30日）
条　　例・・・・・・・・・

補正予算・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

１件
６件

決　　算・・・・・・・

専決処分・・・・・・・・・

（原案可決）

（原案可決）

報　　告・・・・・・・・・３件
そ の 他 ・・・・・・・・・３件（原案可決）

（認定）

（承認）

１２件
１件

陳　　情・・・・・・・・・１件

請　　願・・・・・・・・・１件

発　　議・・・・・・・・・ （原案可決）２件

・福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について
・財産（物品）の取得について
・工事請負契約の締結について

・人権擁護委員　和田真佐子　氏、松本惠美子　氏、渡邉　正　氏
・筑紫野市教育委員会委員　久原　寛　氏　　　　　　　　　

・ワクチン接種に関する関係文書の保存期間延長を求める陳情

・高齢難聴者の補聴器購入への助成を求める請願（一部採択）

・在沖縄米空軍兵による少女誘拐・暴行事件に関する意見書
・高齢難聴者の補聴器購入への助成を求める意見書

人事案件 ４件（同意）

在
沖
縄
米
空
軍
兵
に
よ
る

 

　
　
　
少
女
誘
拐
・
暴
行
事
件
に
関
す
る
意
見
書

２件の意見書を可決しました

概
要

　
昨
年
12
月
、
沖
縄
県
嘉
手
納
基
地
所
属
の
米
空
軍
兵
が
、
16
歳
未
満
の
少
女

を
車
で
誘
拐
し
、
性
的
暴
行
を
加
え
た
と
し
て
那
覇
地
検
が
、
わ
い
せ
つ
目
的

及
び
不
同
意
性
交
等
犯
罪
で
起
訴
し
て
い
た
こ
と
が
、
報
道
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
沖
縄
で
繰
り
返
さ
れ
る
米
兵
・
軍
属
に
よ
る
強
制
性
交
や
殺
人
な
ど
の
凶
悪

犯
罪
件
数
は
、
日
本
人
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
特
に
繰
り
返
さ
れ
る
女
性
へ
の

性
暴
力
は
許
し
難
い
。

　
日
米
両
政
府
は
こ
う
し
た
事
件
が
戦
後
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
事

態
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
以
上
の
米
兵
に
よ
る
犯
罪
を
断
ち
切
る
べ
く
、
実

効
性
あ
る
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
、
市
民
の
生
命
、
財
産
及
び
人
権
を
守
る
立
場
か
ら
、

国
に
対
し
、
一
連
の
事
件
の
情
報
が
直
ち
に
沖
縄
県
と
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
経

緯
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
正
確
か
つ
速
や
か
に
地
域
と
共
有
さ
れ
る
よ
う
改
善

し
、
日
米
両
政
府
は
、
米
軍
人
・
軍
属
の
綱
紀
粛
正
と
人
権
教
育
を
徹
底
的
に

図
る
と
と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る
、
抜
本
的
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
公
表
す
る

こ
と
を
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

助
成
を
求
め
る
意
見
書

概
要

　
高
齢
者
の
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難

に
す
る
な
ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
話

に
よ
る
情
報
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
鬱
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
な
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
難
聴
率
は
欧
米
諸
国
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
補

聴
器
使
用
率
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
低
く
、
日
本
で
の
補
聴
器
の
普
及
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
な
い
中
等
・
軽
度
の
難
聴
者
に
は
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
助
成
が
な
く
、
補
聴
器
は
高
額
の
た
め
、
日
常
生
活
に
不
便
を
覚

え
な
が
ら
も
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
補
聴
器
の
さ
ら
な
る
普
及
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
心

身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て
は
健
康
長

寿
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
実
情
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
が
難
聴
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

問問

問

答

答

答 

市
長
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問
　
光
が
丘
・
美
し
が

丘
・
天
拝
坂
・
山
家
地
区

等
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、

西
鉄
が
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
が
赤
字
補
填
の
増
額

等
検
討
で
き
な
い
の
か
。

答
　
現
在
の
バ
ス
路
線
の

撤
退
縮
小
の
主
要
因
は
第

二
種
大
型
免
許
取
得
者
の

人
員
不
足
と
高
齢
化
に
よ

る
も
の
で
、
補
助
金
の
増

額
や
拡
充
を
し
て
も
そ
れ

だ
け
で
は
運
行
の
継
続
は

困
難
と
の
交
通
事
業
者
の

見
解
で
あ
る
。
ま
た
新
規

参
入
に
関
し
て
も
同
様
で

あ
り
、
第
一
種
免
許
で
も

運
転
で
き
る
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
交
通
等
の
新
た
な
交
通

手
段
を
活
用
し
地
域
交
通

網
の
維
持
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
結
果
的
に
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
は
現
状
よ
り
も

便
利
で
有
効
的
な
交
通
手

段
と
な
り
え
る
の
か
。

答
　
交
通
事
業
者
の
人
員

不
足
等
の
課
題
の
中
で
地

域
交
通
を
維
持
す
る
た
め

の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

様
々
な
交
通
手
段
を
活
用

し
地
域
交
通
の
維
持
形
成

に
努
め
て
い
く
。

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
を

問
　
Ｊ
Ｔ
の
撤
退
で
、
市

が
跡
地
を
購
入
す
れ
ば
税

収
減
と
な
る
。
結
果
的
に

市
は
取
得
し
な
く
て
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
跡

地
取
得
に
予
定
さ
れ
て
い

た
70
億
円
と
新
規
参
入
の

企
業
の
税
収
の
活
用
で
、

体
育
館
や
運
動
広
場
等
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が

可
能
と
思
う
が
市
長
の
見

解
は
。
ま
た
、
土
地
利
用

へ
の
市
の
関
与
は
。

市
長
　
現
在
策
定
作
業
中

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

中
で
、
体
育
館
等
の
施
設

整
備
を
総
合
的
に
検
討
す

る
。
そ
の
施
設
の
建
設
場

所
や
規
模
、
用
地
取
得
費

等
々
丁
寧
な
議
論
と
検
討

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
の
Ｊ

Ｔ
跡
地
の
土
地
利
用
の
市

の
関
与
は
、
都
市
計
画
法

や
市
開
発
行
為
要
綱
等
の

法
令
基
準
に
の
っ
と
り
助

言
や
指
導
を
行
い
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

土
地
利
用
に
つ
な
げ
る
。

西
鉄
バ
ス
路
線

　
　
　
　廃
止
問
題
は

田中 允

バ
ス
路
線
廃
止 （－）

　  

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　
　
　
運
行
を
計
画
し
て
い
る

ＪＴ九州工場跡地

AIオンデマンドバス

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員（配偶者、
被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに前年１年間の収入、
贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を７月３０日に意見書として受け取りましたので、
お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２０人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１９人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６４人
審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
明白な誤記、不正確な記載、その他不明な点等については確認の上、差し替え及び訂正または口頭での
説明は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

市
議
会
関
係
日
程
の

お
知
ら
せ一般質問一般質問

本会議

本会議 本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

※変更する場合があります。
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嘉
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軍
兵
が
、
16
歳
未
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の
少
女

を
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で
誘
拐
し
、
性
的
暴
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加
え
た
と
し
て
那
覇
地
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わ
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目
的
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び
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で
起
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て
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た
こ
と
が
、
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に
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沖
縄
で
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り
返
さ
れ
る
米
兵
・
軍
属
に
よ
る
強
制
性
交
や
殺
人
な
ど
の
凶
悪

犯
罪
件
数
は
、
日
本
人
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
特
に
繰
り
返
さ
れ
る
女
性
へ
の

性
暴
力
は
許
し
難
い
。

　
日
米
両
政
府
は
こ
う
し
た
事
件
が
戦
後
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
事

態
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
以
上
の
米
兵
に
よ
る
犯
罪
を
断
ち
切
る
べ
く
、
実

効
性
あ
る
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
、
市
民
の
生
命
、
財
産
及
び
人
権
を
守
る
立
場
か
ら
、

国
に
対
し
、
一
連
の
事
件
の
情
報
が
直
ち
に
沖
縄
県
と
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
経

緯
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
正
確
か
つ
速
や
か
に
地
域
と
共
有
さ
れ
る
よ
う
改
善

し
、
日
米
両
政
府
は
、
米
軍
人
・
軍
属
の
綱
紀
粛
正
と
人
権
教
育
を
徹
底
的
に

図
る
と
と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る
、
抜
本
的
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
公
表
す
る

こ
と
を
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

助
成
を
求
め
る
意
見
書

概
要

　
高
齢
者
の
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難

に
す
る
な
ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
話

に
よ
る
情
報
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
鬱
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
な
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
難
聴
率
は
欧
米
諸
国
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
補

聴
器
使
用
率
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
低
く
、
日
本
で
の
補
聴
器
の
普
及
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
な
い
中
等
・
軽
度
の
難
聴
者
に
は
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
助
成
が
な
く
、
補
聴
器
は
高
額
の
た
め
、
日
常
生
活
に
不
便
を
覚

え
な
が
ら
も
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
補
聴
器
の
さ
ら
な
る
普
及
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
心

身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て
は
健
康
長

寿
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
実
情
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
が
難
聴
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

問問

問

答

答

答 

市
長
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議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

今回の表紙題字は、筑紫野中学校美術部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

N
o.206

2
0
2
4
年
1
1
月
１
日

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

ようこそ筑紫野市議会へ!
3月

9月
6月12月

今回の定例会

2024
No.206

10万市民に議会を

11/1

兵庫県相生市議会運営委員会
　 ・議会改革について 埼玉県鴻巣市議会運営委員会

　 ・議会改革の推進について

福岡県八女市議会総務文教常任委員会
　 ・ハラスメント防止条例について 兵庫県川西市議会運営委員会

　 ・議会基本条例の検証について

福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第207号は令和７年２月１日発行予定です。
目次

広報委員会

原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

　この題字を制作するにあたって、一
つの「海」という景色だけど、夏から冬
にかけての季節の移り変わりを表現
できるよう、色合いや天気の変化を工
夫しました。
　これからも美術部全員で画力向上
を目指します。

～表紙題字作者のコメント～

筑紫野中学校美術部のみなさん

私たちがデザインしました!!

7月9日
7月10日

8月7日
10月8日


